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sasagaranu・daragidagi・sad .ypanu・sinudanu・4σ9σ9σ ・araranu・chipalpal・

makatairapiと 呼 ばれ る11品 種,ウ ルチ種 の アワにはsinamuchianu・ratsuwatsuwanu

patsagal・padel m・raokasanu・t�anuと 呼 ばれ る6品 種 のあることを確認 した。 し

か し,こ れ らは村 内で栽培 されてい るアワの品種 の一部 にす ぎず,現 実 に村内で栽培

されてい るアワの品種数 は,お そ らく採集 し得 た品種数 の倍以上 に及ぶのではないか

と思われ る。

 これ らのア ワは写真9に 示 したよ うに,穂 の形 態や色調に変 異が大 きく,ま た,草

丈 や葉数 あ るいは出穂開始 までの 日数 などに もかな りのバ リエーシ ョンが認 め られる

よ うである。 これ らの植物学的な諸特性の概 要については,採 取標本 を栽培実験 して

頂 いた京都大学農学部附属植物生 殖質研究施設 の阪本寧 男助教 授の報告(表11お よび77

～79頁 の補注参照)の 通 りだが
,こ れ らの アワの特 性をめ ぐる民族植物学的 な比較研究

については,後 考 をまつ ことに したい。

 いずれ にして も,こ の ように極 めて多種類 のアワを栽培 して いるのは,Kinuran村

の みの事例ではな く,付 近 の村落 のいず れ もが 同様 の特色 を示 している9) 。 この よ う

な点か らアワの品種分化 とその変異 の集積が本地域 の一帯 そ著 し く進ん でいることが

注 目され るのであ る。

 と ころで,こ れ らのアワの うち,現 在,Kinuran村 で と くに多 く栽培 され るのは,

pararam(早 生種のモチアワ)を は じめ, kauwapanu・makasasagaranuの3種 だ とい

われているが,そ のいずれ もがモチ種(doyai)の ア ワであ る。 したが って
,ア ワの全

収量 のなか で,モ チ種の それが占め る割合 は,ウ ルチ種 のそれ よ りもかな り高 く
,今

日のKinuran村 に おいては,既 述 の ようにハ レの 日の食品 に用 い られ るモチア ワの

もつ機能が相対的 に高 くな ってい ることが推 測で きるの であ る。

9)Chen Chi-luは 隣村Budai村 に お い て もア ワの 品 種 分 化 の著 しい こ とを説 き,若 い 村 人 で も

 つ ぎの9品 種 の ア ワを識 別 して い る と述 べ て い る。す なわ ち モ チ 種 に はtewogal∂(kawapanuす

 な わ ち 「真 の ア ワ」 とい う意 で,も っ と も重 要 な 品種), saili panu, makasas｢ga�, pararamo, d
arangidangi, talalubu(黒 い穂 を もつ 「鳥 ア ワ」の 意)の6種 が あ り,ウ ル チ種 にはpalalamu,

 latuatun, balitoroの3種 が あ る とい う。 ウル チ種 に つ いて は差 異 が あ るが,モ チ 種 の 名称 は

 Kinuran村 とほぼ 一 致 して い る。 これ は お そ ら くモ チ 種 の優 良 品 種 が,か な り古 くか らこの 地

 域 一 帯 に ひ ろ く栽 培 され て い た こ とを 意 味 す るも ので あ ろ う。

  な お・Chen Chi-1uは サ トイモ の品 種 名 につ い て も,つ ぎの7品 種 をBudai村 で 採集 して い

 る。』履 ψ 捌(「 真 のサ トイモ」 の 意),kolailairi, lalabu, yoron, kalalarangu, raBiriuお よび
rangarangalaで,5品 種 まで は筆 者 がKinuran村 で採 取 した 名称 とほぼ 一 致 す る。
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 ア ワ以外の穀類 としては,シ コク ビエ10)(El eusinz coracana)ralumae,モ ロ コシ

(Holcus sorghum)lumagae,ア ヵザ(Chenopodium sp.)bauな どが この村 で栽培

されてい る。 これ らの雑穀類 は,少 な くと も今 日では,独 立の耕地 に栽培 され るもの

ではな く,主 として アワの播種 の際 に,同 時に同 じ耕地に混播(散 播)さ れ る点に特

色が ある。 しか も,後 述 す るよ うに,シ コク ビエの栽培量 は戦前 にはかな り多か った

の に対 し,現 在では その栽培 はほ とん どみ られ な くなってお り,モ ロコシの栽培 も同

様 に著 し く減少 してい ることが注 目 され ねばな らない。 また,ア カザは アワと混播 さ

れ るほか,サ トイモの植付 の前後 に耕地 に散播 され ることもあ る。 これは7月 初 中旬

頃に穂の上か ら20～30cmほ どの ところを手で折 りと り,も ち帰 って乾燥 させたの ち,

足 で もんで脱穀す る。 アカザはコナガユに煮て食べ るほ か,お もに アワを原料 とす る

醗酵酒kabawanを 醸 造す る際 に添加物 として用い られ る点に利 用上 の特 色が み とめ

られ る。

 これ らの アワと混播 され る雑穀類 の他 に,耕 地の周縁に点播 され る穀類 には,ト ウ

モ ロコシ(Zea ma ys)rapanaeや ハ トムギ(ジ ュズダマ)(Coix lachryma-jobi)m棈ai

が あ る。 この うちハ トムギはか つては主要作物 の一部 として焼畑耕地の周 縁で よ く栽

培 され,3月 頃に播種 して10月 頃 に収穫 し,ッ ブガユや モチに加工 されていた と推 定

され る。だが,現 在 ではそれは意識 的 に栽培 され るとい うよ り,む しろrelict crOPに

近 い形 態で,耕 地や庭畑の周辺 に残存 してい る状態であ る。

補注 ginuran村 で収集したアワの栽培実験結果について

阪本助教授から筆者宛の私信の形で寄せて頂いた栽培実験結果の報告の要点を摘記するとつ

ぎの如くである。まず調査の材料と項目については,

(1)調 査材料

  1973年5月22日 原材料(筆 者が1972年9月 に調査地Kinuran村 か らからもち帰ったア

 ワ穂)よ り得た種子を京都大学農学部附属植物生殖質研究施設のガラス室の播種箱に播種

 し,同 年6月13日 にガラス室内のベッドに定植した植物体より得 られた種子を用いた。

② 調査条件

  播種:1974年7月21日,ガ ラス室内の播種箱に各系統50粒 ずつ播種。

  定植:1974年8月7日,発 芽した個体のうち,各 系統5個 体をガラス室内のベッドに畝

     間15㎝,株 間11㎝ に定植した。収穫まで無加湿,無 照明,無 肥料の条件で栽培 した。

10)瀬 川 孝 吉 は台 湾 山 地 民 の生 業 の 特色 を と りま とめ た論 文[1953:pμ58-59,P・62]に お

 い て,r高 砂 族 調 査 書 』な ど,従 来 の報 告 書 で ヒエ と記 載 され て い た もの の実 態 は シ コ ク ビエ で

 あ る と して 記 載 を 修 正 して い る。 筆 者 の 調 査 に おい て も,す でに 現 物 が失 われ て い た の で確 認

 は で きなか っ たが,現 地 で ヒエ と よば れ て き た もの はPanicum cyus-galliで はな く, Eleusi ne

 coracaﾘで あ る可 能 性が きわ め て 強 い。 以 下,本 稿 で はEleusine coracanaと 記 載 す る。
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(3」 調査形質

  定植した5個 体について個体毎につぎの12項 目について調査をおこなった。

  ①芽生の茎部の色:発 芽後定植前に調査。②分けつ数:有 効分けつ(出 穂 した分けつ)

 数を示す。③草丈:植 物体の地上部,茎 部より穂の先端までを成熟個体を用いて測定。④

 葉数:発 芽後の本葉の数を止葉まで数えたもので,5葉 毎にマークをつけた。⑤止葉の長

 さ ・⑥穂の長さ:と もに成熟時に測定。⑦播種より出穂開始までの日数:穂 が止葉より完

 全に出た日をもって出穂開始日とした。⑧小穂の硬毛:小 穂の短枝梗上に生 じた毛で,一

 見他のイネ科植物の芒のようにみえる。⑨外頴の色:小 穂の不稔花の外頴の色を示す。⑩

 内頴の色:稔 実頴果を包む内頴の色を示す。⑪穂の形:永 井[1961]お よび沢村[1951]

 の分類による。⑫種子澱粉の性質:収 穫した頴果の種子をつぶ し,う すめたヨードチンキ

 液によって判定した。

 12の 品種系統毎に上記の各項目について,特 性を示したものが75頁 の表11で あるが,こ れ

 を通観 した特色としては,つ ぎのような点が指摘されている。

(1)栽 培番号74404と74405は 筆者の聞取 り調査でウルチ種とされていたが,実 験の結果モチ

 種 と判明した。したがって無作為に収集してきた12品 種のアワのうち1品 種のみがウルチ

 種で他の11品 種がすべてモチ種であることが明らかとなった。このような点からも現在栽

 培 されているアワの申でモチ種が卓越していることがわかる。

(2)芽 生(実 生)の 着色は74412以 外は全部緑色で,こ の形質はかなりuniformと いえる。

 また分けつも全品種がほとんどせず,1本 立ちであることが特徴的といえる。

(3)こ れに対し,草 丈 ・葉数 ・止葉の長さ,穂 の長さ,穂 の形などに関しては,各 品種系統

 の間でかなり大きな変異がみとめられる。例えば葉数は15～20枚 と系統によって異り,穂

 の長 さも14～25㎝ とかなりの変異がみとめられる。

(4}さ らに播種から出穂開始日までの日数は,他 の地域のそれに較べ,こ の地域のものは一

 般 に短か く,早 生といえるが,平 均値で448～58・2日 と10日 以上の差がある。 なかでも

 74409のpararamは もっとも短かく,本 文中でも記 したように,こ の品種は 「早生のア

 ワ」 と現地で呼ばれている事実 とよく一致する。

(5)穂 の形については,74401と74402が 鳥趾形を呈し,も っとも特徴的である。もともとこ

 の両品種は,筆 者が収集 したときには現地で1品 種として分類されていたものである。 し

 か し収集した5穂 のうち4穂 は無芒(硬 毛がない)で,1穂 には短かい硬毛がある。また

 綺 の色にも差があるところから阪本助教授によって2系 統に分類されたものである。現地

 人 の村の分類と植物学的な分類が必ずしも一致 しない1例 といえようか。現地の村人は穂

 の形のみから両者を一括してchipalpalと 分類している。また74408に は硬毛の先端に小穂

 または小花の退化したような付随体(accessory)が みられる。阪本助教授によると,こ れ

 はきわめて珍しい特徴で,い まのところ比較資料がないという。さらに穂の形全体につい

 ては写真9に 示 したように,各 種のものがみられるが,棍 棒型とよばれる先の太いタイプ

 が,こ の村の収集標本の中からは見出されなかった。

  なお,ア ワ以外ハ トムギ(ジ ュズダマ)お よびモロコシの種子を各1品 種ずつ標本とし

 てもち帰ったが,い ずれも阪本助教授の栽培実験の結果,モ チ種であることが判明している。

 以上,阪 本助教授によるくわしいコメン トを要約し,筆 者の意見を若干を付して述べたが,

 面倒な栽培実験をひきうけて下さり,そ のうえ詳細な報告を寄せて下さった京都大学の阪
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本寧男助教授の御好意に深く謝意を表するものである。

(2)イ  モ  類

 0般 に台湾の山地焼畑民 のなかでRukai族 は, Paiwan族 やYami族 と ともに,イ

モ類の作付比率が相対 的に高 い種族 であ る[佐 々木,1970:pp・99-100コ 。 Kinuran

村 の 焼畑において もやは り,イ モ類 の栽培面積が もっと も大 きい。 その中心 はサ トイ

モとサッマイモであ り,他 に極 く少量 のヤ ムイモ ・マニオク ・ジ ャガイモな どが栽培

されて いる。サ トイモ(Colocasia sp.)taiは,ア ワや落花生 と同様 に焼畑の初年 目

に栽培 され る作物の0つ であ るが,伝 統的 に日常食糧 としての重要度は アワよ りもは

るか に大 きい よ うであ る。

 Kinuran村 で栽培 され るサ トイモの品種 は,大 別 してkatayanuと 呼 ばれ る1群 と,

kararuruguと 呼 ばれ る1群 とに分 け られてい る。 kata yanu群 に は少な くと もluk・

koyailaili●makapakarokal'lolong・vutsunsunluk・rurub・kaodaoda lと 呼 ばれ る

7品 種があ る。 これ らは,い ずれ も葉 が小 さく,後 述 の乾燥 サ トイモkoraiを 作 るた

め,炉 で イモを乾燥 させ ると,そ の 目減 りが大 きい種類(%ほ どに減少する)だ と言 わ

れてい る。 これに対 してkararurugu群 に は, dagadol・hal ieu・roriterioの3品 種

と他に不明の若干 の ものが含 まれ るが,こ れ らは,い ずれ も葉 が大 きく,koraiに 加

工 す るときは,よ く加熱 しない と苦 くな ると言 われてい る。

 これ らのサ トイモの品種 については,植 物標本 を持 ち帰 っていないので詳細 は不 明

であ るが,葉 の形 態や加工 した際の味覚 の差異 な ど,い くつかの規準 に もとついて分

類 され,か な りの数の品種 を村人達 が識別 してい ることは確か である。

 これ らのサ トイモの うち,焼 畑 で比較的 多 く栽培 されてい るのは,katayanu群 の

なかのlukとkoyailailiで あ る。 これに対 し,同 じkata yanu群 の うち比較 的大型

の葉 を もつlolongと 呼 ばれ る品種 は,サ ッマイモやカボチ ャとと もに集落 内の庭畑

1 yarigo 1 oで 栽 培 され,焼 畑 ではほ とん ど栽培 されない ことが特色 になってい る。 つ

ま'り,サ トイモについて も,主 として焼畑 で栽培 され る品種 と,常 畑で ある庭畑 で栽

培 され る品種,あ るいはkoraiに 加 工 した際 に目減 りはす るが美味 しい もの とそ うで

ない ものな ど,品 種 の分化 がかな りの程度進 んでいることが わか る。

 サ ツマイモ (lpomoea batatas)wuyashiは,そ の栽培面積が もっと も大 きく,

Kinuran村 の主 食作物 として きわめて重要 な役割 りをはたしてい る。 しか も,こ の作

物 は他の栽培作物 とは異 な り,通 年全季節 を通 じて植 え付 け ・収穫が可能で あ り,植
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え付 け後4～5ヵ 月 を経 た後には,必 要に応 じて,随 時収穫 され る点 に特色が あ る。

したが って,サ トイモや アワな ど収穫期 の固定 した作物 のよ うな端境 期が な く,ま た

麗風 などの気象災害 の影響 も少 ない。 もと もと外来作物 であるサツマ イモが,か な り

早 い時期か ら,台 湾 山地民 の間で主作物 として重視 され るに至 ったの は,こ うした理

由に よる ものであ るが,そ のほか,こ の地域 の原住民の間に古 くか らサ トイモを中心

とす る イモ 栽培 の 伝統 のあ った ことも無視 しえないであろ う。 いず れに して も,

現 在 のKinuran村 で は量 的にはサツマ イモが主食 として は もっと も多 く消費 されて

い ることは間違いない。なお,サ ツマ イモの植付 は,上 述 のよ うに年 中行 われ るが,

その作業が相対 的に集 中す るのは,や は り気温 と降水 にめ ぐまれ た3月 か ら10月 に至

る期間だ とい うことがで きる。

 上 記の サ トイモ ・サ ツマイモの2種 の イモ類 に較べ,他 のイモ類 の もつ機能 は,こ

の村では さして大 きな ものではない。

 ヤ ムイモ(Dioscorea spp.)は,数 種類 の ものが栽培 されてい るが,い ずれ も食糧

の不足 したときの救 荒用 に,耕 地の一隅(ア ワ畑の中やサ トイモ畑の周縁など)に 栽培 さ

れてい るにす ぎない。 この うち,現 地名 でvarirokoと よ ばれ る もの は,ツ ル に小 さ

な トゲがあ り,2～4月 頃 に小型 の イモが数 多 くで きる。お そ らく,こ れ はハ リイモ

(Dioscoyea esculenta)の 一 種 ではないか と考 えられ る。 またto baと よ ばれ るイモは

ツルに トゲがな く,大 型 の円型 や長大 な棒状 のイモが一つ で きるとい われ,お そ らく

Dioscorea a lataの 一 種で あろ うと推定 され る。 さらに このto baに は3月 頃 にタネイ

モの0部 を切 り取 って植 え付 け,そ の年 の12月 か ら翌年の1月 頃 にか けて収穫 され る

もの と,植 付後2～3年 経 ない と収穫 で きない ものの2種 があ る。 それ ぞれ く 白い

toba>・<赤 いtoba>と 呼 ん で区別 して い るが,長 大 なイモをつ ける く赤 いtoba>

が もっと も美 味だ とされてい る。 このほか,自 生(半 栽培)の ヤマノイモにkayiと

よばれ るイモが あ り,tobaやvarirokoの 栽 培 され る畑 の付近 に生育 してい ることが

少 な くない。 これ らのヤ ムイモの収穫 には,す べて大型の掘棒tsubulが 用 い られて

い る。

 この村 で栽培 され るその他 のイモ類 には,少 量 ではあるが,マ ニオク とジ ャガ イモ

があ る。 マニオ ク(Man劜ot sp.)cassavaは,調 査地の付近 ではBudai村 よ り海抜.

高 度 の低 い三地郷伊拉Ira社(海 抜約250m)か ら平地 部にかけて,現 在,有 利 な換金

作物 として盛んに栽培 されてい る。 これ らのマニオクは,お そ らく戦後 にな って導 入

され た もの と推 測 され るが,高 度 の高 い霧台郷 に入 るとマニオクの栽培 は少 な くな り,
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Kinuran村 では,ご く一部の耕地を除いてその 栽培 はほとん どみ られ ない11)。 海

抜高度の高い本地域 では気 温等の条件 が,マ ニオク の 生育 に好適 ではないた め,そ

の栽培が 現在の ところ 十分定着 して いない と み ることがで きる。 また,ジ ャガ イモ

(Sσ1α捌〃ztuberosum)jagaimoは,そ の現地名が示す よ うに,日 本統 治時代 に導入

され た とい うことは明 らかで ある。 しか し現在 では,そ の栽培は きわめてわずかで,

調 査期 間中にほ とん どみ ることがで きなか った。

(3)マ メ類 と そ の他 の 作 物

 この村 で栽培 され るマ メ類 では,ま ず落花生(Arachis勿 ρogσθのmaka-paerang

を もっと も重要 な もの としてあげなけれ ばな らない。 これは,他 のマ メ類 と異 な り,

前 述の よ うに,ア ワやサ トイモと同 じ く焼畑の初年 目作物 とな る ものであ り,独 立 し

た落花生用耕地で栽培 され る点に特色 があ る。 しか し,そ の栽培面 積は アワやサ トイ

モに較べれ ば,き わめて小 さな もので あ り,収 穫量 も多 くは ない。 しか も収穫 された

落花生 は,イ モ類 に加 えて煮 て食べ た り,あ るいはそのまま妙 って食べ るほか,わ ず

かではあ るが平地へ換金作物 として送 られていて,主 食 としての機能 は果 して いない。

また,こ の現地名<maka-paeyang>はRukai語 で 「平地 か ら来 た もの」 を意味 して

お り,落 花 生の導 入や それ を初年 目作物 とす る輪作型 の確立 は,サ トイモや アワに較

べて きわ めて新 しい事実 で あることは容 易に推察す ることがで きる。

 落 花生 を除 くマメ類 のなかでは,キ マメ (Cα力 鰯3ca yan) kari 1 ang とサ サゲ

(Vigna sinensis)yupuyupuが,こ の村では もっとも多 く栽培 され る。 これ らの豆類

は,お もにア ワ畑の中に間作物 として栽培(intercroping)さ れ ることが多 く,キ マメ

は3月 頃に耕地 のテ ラスの中央部 に点播 され,12～1月 に収穫 され る。ササ ゲは3月

頃 に点播 され,9月 下旬頃 に収穫 され ることが多い。 このササゲの品種について は,

隣…村 のAde1村 で は種 子の 型態や 味覚に よって3つ の 品種 が 区別 されて いたが,

Kinuran村 に おけ るその品種 について確認す ることがで きなか った。 また,後 に述べ

るように,戦 前 の統計 に よると,こ の村では年間に27.7石 に もの ぼるマメ類(落 花生

,11) 『高砂族調査書 第二編』[1937]に よれば,戦 前の台湾山地民の間では,マ ニオクはほと

 ん ど栽培されていない。 しか し,戦 後の統計r台 湾山地郷主要作物栽培面積及産量調査』[台

 湾省農林庁,1959]に よれば,マ ニオクの栽培は台湾山地においても,近 時きわめて多 くなり・

 と くに高雄県桃源郷 ・茂林郷や屏東県の三地郷 ・礪稼郷 ・泰武郷 ・来義郷はマニオクの主産地

 となっている。 石嘉の調査 した璃稼郷筏湾(ス_パ イワン)村などでは,今 日畑地の過半がマニオ

 クの栽培にあてられているほどである[石 嘉,1970aコ 。
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を除 く)が 収穫 され ていた とされてい るが,恐 らくその大半 はキマ メとササゲであっ

たと考 えられ る。 この2種 類の豆類 は伝統的な農 業体 系のなかでは,か な り重要 な機

能 を果た していた と考 えて間違 いない よ うであ る。

 そ の他 の マ メ類 としては,ト ラツメマメtawagoroや ア ズキazukiが この村 では

少量栽培 されてい る。 トラツメマメには,大 きなマ メので きる もの と小 さい もの と二

つの品種 があ り,小 さな マメので きる品種 は日本統治時代に,大 きな マメので きる品

種 は戦後 に導 入 された ものであ る。 この豆は,落 花生畑の周辺部に栽培 され る事例 が

多 く,現 在で はお もに平地部へ換金作物 として送 られ る。 また,ア ズキ も,そ の現地

名 〈azuki>が 示 す ように,日 本統治時代に導 入 され た ものだが,現 在 この村ではほ

とん ど栽培 されてい ない。

 以 上述べ た作物の ほか,Kinuran村 の焼 畑で栽培 され る 作物 としては,カ ボチ ャ

gurugurang・ ゴ マ ・アサな どがあ る。 この うちカボチ ャはサ トイモや ア ワの焼畑で間

作物 としてよ く栽培 され るほか,集 落 内の庭畑 で も栽培 され,日 常の副食 あるいは間

食 として よ く用 い られてい る。 これ に対 して,ゴ マや アサはかつてはか な り栽培 され,

油 脂原料 あるいは繊維 原料 にひろく用 い られ ていた ようだが,自 給経済体制の崩壊が

進行 している現在,そ の栽 培量は きわめて少 な くな って しま って いる。 また,果 樹類

としては,ア ブラギ リ ・ナシ ・マンゴ0・ バナ ナな どが焼畑耕地 に栽植 され てい る例

を,そ れ ぞれ1例 ～2例 つつ観察 しえた。 だが,そ れ らはいずれ も,十 分 に栽培管理

されてい るものではな く,あ る時期 に栽植 されて以後 は,ほ とん ど自然 のままに放置

して利用 してい るにす ぎない。村人 の伝統 の中には,こ れ らの果樹類 を とくに意識的

に栽培利用 す る慣行 は もと もと存在 していなか った よ うに思 われ る。

 な お,隣 村 のBudai村 付 近では水稲 や陸稲が,今 日ではか な りひろ く栽培 されてい

る。 しか し,調 査村Kinuran村 で は,水 稲 の栽培 は戦前以来 まった くおこなわれず,

陸稲 もかつて 日本統治時代 に,奨 励 されて栽培 した記憶は残 ってい るが,今 回の調査

時点では,そ の栽培例 はま った く認 める ことが で きなか った。陸稲の栽培 も,ま た彼

らの伝統的な農業慣行 のなかになか った要素 とみ て差支 えないであ ろ う。

(4)作 物構成 の変化 一戦前 との対 比 一

 以上に述べてきたように,現 在,こ の村の焼畑で栽培 されている作物は,前 掲の

表10に 示した約20種類の作物である(こ のほかに若干の疏菜類や豆類に調査もれがあるかも

しれないが重要なものではない。 また常畑のみで栽培される作物や果実類はこの表から除かれて
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    表12戦 前 のKinuran村 の作 物(r高 砂 族 調 査 書

1933年 当 時

作    物
収  量 1戸 当 り収量

オ    カ    ボ 0.23石 α0056石

ア          ワ 22、62石 0.55石

サ  ツ  マ  イ モ 170,300斤 4133.7斤

サ   ト  イ  モ 114,480斤 2792.2斤

ト ウ モ ロ コ シ 35.52石 0.87石
一

キ         ビ 一 一

シ  コ  ク  ビ  エ 2296石 α56石

落   花   生 15,06石 α37石

ア    ズ    キ 一 『

ア ズ キ 以外 の豆 類 2Z 72石 0.68石

疏       菜 1,150斤 28.05斤

バ    ナ    ナ 2,370斤 5Z 80斤

柑   橘   類 1,800斤 43.90斤

繭 乳00貫 α17貫

タ    バ    コ 635斤 15.49斤

サ  ト ウ キ ビ 一 一

苧       麻 一 一

第二編』の資料により作成)

の 作 物 栽 培 量

栽培面積
1戸 当 り

栽培面積
1甲 当り
の 収 量

0.23甲

7.80

31.50

14.80

0.005甲

0,190

0,768

0,360

1.0石

2,9石

5406.3斤

7735.1斤

耕  地  面  積

総 耕 地 面 積*

1戸 当り総耕地面積

栽 培 面 積**

1戸 当 り栽 培 面積

376.3甲

9.18甲

88.8甲

2.17甲

*  総耕地面積は休閑地を含む農用地の総面積と考えられる。
** ここで栽培面積というのは 『調査書』に 「作付面積」あるいは 「本年中耕作面積」としてあげられているもので

,現 実に
 作物栽培がおこなわれた耕地面積と考えられる。

いる)。 ここで,こ れ らの データを戦前の 『高砂族 調査書』 (1933年現在)所 載 の資料

(表12)と 比較 してみ ると,約40年 の 間にKinuran村 にお ける焼畑の作物構成 に,か

な りの変化 のあ った ことが わか る。

 その第1は 戦前 の資料 による と,ア ワの比重が現在の それに較べて著 し く低 い こと

であ る。 表12を み ると1933年 当時 のア ワの生産額 は約22.6石,そ の耕地面積 は約

7・8甲(÷7・8ha),1戸 当 りの生産額 はわずか に0.7石(1戸 当 り面積0.2ha)程 度 にす

ぎない。 しか も,ア ワ以外の他の雑穀,と くに トウモロコシとシコクビエは,ア ワ以

上 あ るいは アワとほぼ同 じ程度の収量 を示 してい るのであ る。 つま り,そ の当時,こ

の村 におけ る雑穀生産 にはア ワのみではな く,シ コク ビエや トウモ ロコシな ど他 の雑

穀 や豆類 が大 きな機能 を演 じていた ことが わか る。

 と くに シコクビエは,も ともとアワと同時 に焼畑 に混播 され る作物 であ った。 しか

も村 の老人 たちの記憶 によると,以 前 には アワとほぼ同 じ量 のシ コクビエが混播 され,

この ときには小 さなア ワの種子が シコク ビエにか くれて見 えな くな るほ どだった とい
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われてい る。 『高砂族調査書』が,1933年 当時の状況 として,ア ワの収量22.6石 に対

し,シ コクビエのそれが約23石 と報 じて いるの は,こ の老人 た ちの記憶 を よく裏付 け

る数値 であろ う。 しか も,シ コク ビエの栽培量が戦前か ら戦 後 にか け激減の傾 向を辿

った ことを思 えば,逆 に時代 をさかの ぼれ ば,シ コク ビエの栽培量が,ア ワの それ を

上 まっていた ときが あった とい う可能性 も否定 し得 な くなるよ うで ある。

 古 野清人 は,か つてPaiwan族 の クス クス社 あ るいは大鳥社 などにおいて, ヒェ

(恐らくシコクエビを指す一 引用者)が ア ワよ りも古 い作物であ り, ヒエ祭 を一番古い

祭儀 だ とす る伝承 の存在 す ることを報告 してい る[古 野,19721p.124コ 。 Rukai族 に

おいて,同 様 の伝承 の存在す ることはまだ知 られてはいないが,後 に述べ るよ うに,
                        、

Rukai族 に おいて も以前 にはシコクゼ エの収穫祭 の存在 していたことは 『番族 慣習調

査報告書』 にい くつか の記述が あ り,ま たKinuran村 にお いて も今回の調査で その

存在 を確 め得 た。古 い時代 にはシコク ビエの重要性が,今 日のそれ よ りか な り高い も

のであ った ことは間違 いない事実 であろ う。

 これに対 し,『 高砂族調査書』 に本村 の トウモ ロコシの収量が約35石 と記録 されて

い ることにつ いては若干の疑問が残 る。他 のRukai族 の村 々につ いて も,ほ ぼ同様の

記録があ り,そ れを信ず る限 り,そ の当時,ア ワや シコクビエよ りも多量 の トウモ ロ

コシの栽培が この地域 で行 われて いたとしなければな らない。 しか し,少 な くと も現

状か ら推定す る限 り,ト ウモ ロコシは,ア ワやサ トイモ畑 の周縁 や石 のテラスの端に

点播 され る作物 で,シ コクビエやアカザ ・モ ロコシのよ うにア ワと混播 され る もので

はない。 したが って,も しア ワよ りも大量 に トウモ ロコシが栽培 されていたとすれば,

独 立の大 きな トウモ ロコシ畑 が存在 していたはずであるが,そ うした事実 を裏付 ける

資料 を今回の調査 では うることが で きなか った。『高砂族調査書』 は村落(当 時の蕃社)

駐 在の警察官の報告 を もとに した ものであ るか ら,調 査 に当 り トウモ ロコシとモ ロコ

シ との間の区別が十分 に されず,両 者 が混同 して報告 された可 能性 も存在 す る12)。

 いずれ にせ よ,そ の数値に若干 の疑問 は残 るが,Kinuran村 お よびその周辺地域 で

は戦前には アワの相対 的重要 性が,今 日よ りもかな り小 さか った ことは事実 であ る。

12)表12の もととなったr高 砂族調査書』にはアワ以外の雑穀 としてはヒエ ・キヒ"・トウモロコ

 シの項目はあるが,モ ロコシの項目が脱落 している。 戦前か ら,か なりの量のモロコシがこの

村でも,あ るいは他の山地民のなかでも栽培 されていたにも拘 らず,そ の項目が脱落している

 のは,調 査項目の選定段階か,調 査あるいは集計の段階のいずれかで トウモロコシとモロコシ

 の混同がおこったためと思われる。少な くともKinuran村 に関しては, r調査書』に トウモロ

 コシと記載 されているものの過半はモロコシであったと考えてよいのではなかろうか。
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だが,こ れ らの アワ以外 の雑穀 の栽培が,戦 後,急 速に衰退 してい った要 因とプ ロセ

スについては,今 回の調査 では残念 なが ら十分 明 らか にす ることがで きなかった。今

後 の研究 をまつ ことにしたい。

 な お,『 高砂族調査書』 に記載 された各作物一 ことに同一一耕地に混播される作物一

の栽培面積 は,収 量 に 按分比例 して机上 で算 出した ものと思われ る。 したが って,

Kinuran村 にお ける1933年 の アワの栽培面積約7・80甲 とい う数 値は ,ア ワを初年 目作

物 とす る耕地 の実面積 を示すのではない。 その実面積 は シコ クビエや モ ロコシな どア

ワと混播 され る作物の栽培面積 をすべて集計 した ものが,そ れ に当 るとみなければな

らない・つ ま り,当 時のKinuran村 に おけ るアワを初年作物 とす る焼畑 の面積 は20ha

を か な り上 まわる ものだ ったと考 えて差支 えないのではなか ろ うか。

 このほか表12を み ると,陸 稲をは じめバナナ ・柑橘類 ・タバ コな どや繭(と いう

ことは桑が利用されていたことを意味する)な ど今 日ではその 栽培例 を1例 もみ ることが

で きない作物がみ られ る。 その大半は,た ぶん 日本統治時代 に奨励 して栽培 させた も

の と思われ るが,戦 後,い ち阜 くその姿 を消 してい る。 おそ らくその多 くは彼 らの伝

統 的な農業 システムの 中に うま く組 み込 むことので きなか った作物 であったとい える。

これに対 して,戦 前で はまった くみ られ なか ったマニオ クが,戦 後 にな ってこの村に

も導 入 され,既 述 のよ うに,一 部の畑で栽培 されてい る。 このよ うに,戦 前 と戦後で

は,こ の村 で栽培 され る焼畑作物にはかな りの変化が あったが,全 体 としては,古 い

作物で失 われた ものが 多 く,作 物構成の 内容が貧困化 の傾 向を辿 ってい るとみ ること

がで きる。伝統的社会の崩壊 に伴 う農耕 システムの変化が,こ の よ うな点に もよ く示

されてい るとい うことがで きよ う。

  2.サ トイモを初 年 目作物 とす る焼畑 の経 営

 すでに皿一2に おいて,わ れわれはKinuran村 の焼畑には,サ トイモ ・アワ・落

花生をその初年目作物 とす る三つの耕地類型があ り,そ れぞれに特有の輪作および混

作のおこなわれることを指摘 した。また,こ の村の焼畑で栽培 され る作物について も,

一応の紹介を終 えたので,以 下,耕 地の類型ごとに,焼 畑耕地造成以後の農業経営の

特色およびその経営のフ。ロセスの中で営まれる儀礼の特徴について述べ ることにした

い。

 まず,サ トイモtaiを 初年目作物とする焼畑耕地の経営について,典 型的な事例を

紹介す ることか ら始めよう。
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写 真10Rumararatsu Raroranの サ ト イ モ 畑

 事例5Rumararatsu Raroran所 有 のサ トイモ用耕地

 集落の南側,Budai村 か らKinuran村 を経てAde1村 に向う道路の上部斜面の稜線の付近

一帯はKatiburororanと 呼ばれるが,こ こにRumararatsu Raroran(家 屋番号②)所 有の,サ ト

イモを栽培する焼畑耕地がある。この耕地は面積約0.25ha程 度,そ の傾斜は平均35～38度 。1

段の高さ20～70㎝ 程度の約30段 のテラスが耕地全面を階段状におおっており,耕 地のほぼ申央

には,石 板を積みあげて構築した畑小屋がある。この耕地は前年の10月 に当時8～10年 生 の森

林を伐採し,1月 にサ トイモの植付けをおこなったもので,調 査の時点(1972年8月)で 耕地の

大部分にはサ トイモが栽培されており,高 さ約40㎝ ほどにまで成長していた。このサ トイモの

間には,サ ツマイモのイモヅルが植え付けられている。また,耕 地の一部ではサトイモの間に,

キマメが栽培されており,他 方,す でに収穫の終了したアカザの枯れた茎が耕地面に点 々と見

られる。この耕地ではさきにも述べたように,1月 頃にサ トイモの植え付け作業がおこなわれ

たが,こ のときには,ま ず最初に,耕 地の一部にアカザを散播しておき,そ の翌日に,サ トイ

モの子イモの部分を種イモとして植え付けた。また,こ のとき,キ マメを耕地のところどころ

に植え付けた。この耕地の植付作業は1人 ですると約3日 間を要するという。

(1)植 付作業 とその儀礼

 サ トイモの植 え付 け作業 は一般 に,10月 ～11月 頃 にお こなわれ る耕地造成 の約3カ

月後,1月 か ら2月 頃 にお こなわれ る。 この植付作業 には男 ・女いずれ も従事す るこ

とが で きるが,そ の方法 は,ま ず掘棒tsubulを 土 中に突 き差 し,そ の掘棒 を手前 に

引 き倒す よ うにして耕地面に植穴 を うがつ。 その植穴の中に,あ らか じめ とっておい

たよい種 イモ(子 イモ)を,土 の中に ごじ入れ るよ うにして植 え付 け る。 この場合,

焼 畑 に栽植 され るサ トイモは必ず子 イモを種 イモとし,親 イモは使 わない。 しか し,
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常畑 に植 えるサ トイモの中には親 イモを種 イモとす る もの もあ るとい う。

 この植 え付 け用に用意 した種 イモ(与 トイモの子イモ)に は,本 来種 々の禁忌 が付随

していたよ うである。た とえば,(1)種 イモに狩猟 の獲物 である山ブタ(猪)を 持 った

手 で触れ てはな らない。②種 イモの残 りを食用 にす る際,妊 婦 や他家の ものが食べて

はな らない。(3)食 用 に した種 イモの残 りを便 所に捨 てた り,ブ タの餌 にしてはな らな

い。 な どの禁忌が今 も伝承 されてい る。

 昔 は この種 イモを実際に植 え付 ける際には,や は り鳥 占いや夢 占いによって,そ の

作業 の吉 凶や作業 日が決定 されていた し,定 め られた植 え付 けの日には,つ ぎの よう

な厳 しい禁忌が守 られ ねばな らない とされていた。すなわ ち,(1)朝 か らものを言 うこ

と,(2)家 の 中か ら品物 を持 ち出す こと,な どの禁忌 である。 したが って,植 え付 けの

前 日には,植 え付 け作業に必要な道具 や種 イモはすべ て戸外 に用意 しておかねばな ら

ない。 また,そ の前 日に家族以外 の者が忘れ物 をして,植 え付 けの 日にそれ を取 りに

や って来 て も,そ の品物 を家 の中か ら出 して返す ことがで きないばか りか,そ の日が

サ トイモの植 え付 け 日である ことを口に出 して説明す ること も,昔 はで きなか ったと

いわれてい る。

 以 上の よ うな禁忌 を守 り,前 日までに用意 しておいた種 イモ と農具 を持 って,予 定

の耕地 に向 うと,耕 地 では,実 際 の植 え付 け作業 を開始 す る前 に,つ ぎのよ うなサ ト

イモの植 え付 け儀礼 が以前 にはお こなわれ ていた。

 まず,ブ タ皮 を小 さく切 った もの一 これ をkilinと よぶ一 を2片 用意 し,種 イ

モを円形 の箕varakoに い れて畑の適当な場所 に置 く。 そ うして,両 手 にkilinを1

片 ずつ持 ち,種 イモの入 った箕の上 を撫 で るようにして,手 を¥/行 に3回 動 かす。 こ

の とき 「カ ミサマ,今 か ら祭 りをしますか ら豊 かなサ トイモの収穫が あ ります よう」

とい う意味 の唱 え言 をい う。

 か つては,こ のよ うなサ トイモの植 え付 け儀礼 を終 った後 に,実 際の植 え付 け作業

を開始 したのである。

 な お,サ トイモ用 の耕地 には,さ きほ どの事例 に も示 した ように,サ トイモ とと も

にアカザbau・ カ ボチ ャguyuguyang・ キ マメkayilangな どが混作 され ることが少 な

くない。 この場合,ア カザはサ トイモを植 え付 ける以前  早 い人 は耕地造成 直後の

ユ1月に,遅 い人 は植 え付の直前 一 に耕地 内に散播 してお く。が,余 り厚 く蒔 くとサ

トイモの成育 に影響 す るので,播 種後適当に間引いてお く。また,カ ボチ ャや キマメ

はサ トイモの植 え付け とほぼ同時 に,耕 地の0部 に播種 され るのであ る。
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② サ トイモ畑 の管理

 1～2月 にサ トイモを植えつけた耕地では,約1年 後の12～1月 に収穫作業がお こ

なわれるまでの間,除 草作業を中心 とする畑仕事がおこなわれる。

  写 真11サ トイモ畑 の除 草

右手にもっているのが短い掘棒 だ痂膨∂〃 である。

 さ きの事例に示 したRumararatsu Raroranの サ トイモ畑では,8月 までに2回 の

除草作業がお こなわれた。1回 目の除草 は3月 におこなわれ,4人 で2日 を要 し,2

回 目の除草 は6月 のは じめにお こなわれ,こ れ も4人 で2日 を要 した とい う。 その後

この耕地では,9月 か ら10月 頃 にか けて,も う一度,3回 目の除草作業 をお こな った

うえ,翌 年(1973年)の1～2月 に収穫作業がお こなわれ る予定 であ るとい う'。

 こ うしたサ トイモ畑 の除草作業 は,い ずれ も短 い掘棒tsutsubulを 使 用 し,そ の成

育期間 申に3～4回,多 い ときには5回 もお こなわれ る。 また,こ の間に サ トイモの

土寄せや病害 にかか った作物 の除去 な どもお こなわれ るが,そ の耕地 に2年 目作物 と

してサツマイモwurashiの 栽 培 が予定 されている場合には,通 常は4～5月 頃に,遅

い場合 で も7～8月 頃 までに・栽培 中のサ トイモの間 にサ ツマイモの イモヅルが植 え

付 け られ ることが少 な くない。

(3)サ ト イ モ の 収 穫

 サ トイモの収穫は,早 い場 合には,11月 頃 か らはじめ られ るが,一 般 に は植 え付 け

後約1年 を経た12月 か ら1月 頃にお こなわれ る。 その作業には男女 と も従事 し,短 い
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掘棒tsutsubulを 用 い,こ れ を深 く土 中に さし込 んで イモを手前に掘 り起 す よ うにし

て掘 り取 る。そ うして茎 と葉 の部分を その場 で切 り落 し,深 さ約80cmの 竹 製の運搬 カ

ゴkaradalに 収 納 され る。

 収 穫 したサ トイモは,そ のまま鍋 の中で煮 て食用に供 され ることも少 な くない。 し

か しナマの ままでは長期 間の貯蔵には耐 えない。 このためサ トイモを年間 を通 じて主

食物 とす るこの地域 では,koraiと 呼 ぶ一種 の乾燥(漁 製)イ モにサ トイモを加工す る

慣行が発達 してい る。 そのため,koyaiの 加 工用の カマtakotowanが 耕 地 の一 隅に築

かれ る場合が 多 く,サ トイモの収量について も∫盈o∫oωσηに何杯 とい う表現 が と られ

る場合 が少 な くない。 また,既 述の ように,サ トイモの品種 を区別す る際に も村人 た

ちはkoraiに 加 工 した際 に苦 いか苦 くないか を一つの規準 にしてその区分 をお こな っ

てい る。 とい うことは,こ の地域では,サ トイモはkoraiに 加 工す る ことを前 提 とし

て栽培 してい るとい うことが で きるのであ り,乾 燥 サ トイモkoraiの もつ経済的役 割

の重要性 を知 ることがで きる。

 この よ うな乾 燥サ トイモの加工 は,台 湾 山地 民のなかで もRukai族 とPaiwan族 に

おいてのみ見 られ る特異 な現 象であ り,注 目すべ き技術であ る。しか し,こ の点 につ

いては共 同調査者 の0人 松 山利夫が,す で にその実態 を くわ し く紹介 している[松 山・

1973]の で,こ こで は詳 細 な検討 は省略 したい。

 ま た,サ トイモの収量 に関 しては,く わしいデー タを得 ることがで きなか ったが・

さきの事例5に 示 したサ トイモ畑 の場合 には経営者のRumararatsu Ra「oranは ・ う

ま く収穫 で きれば標準型 の 励o彦oω 伽 に4杯 分 の収穫 が期待 で きる と述べてい る。標

準型 のtakotowan 1杯 分 は,直 径約40㎝,深 さ約80㎝ の運搬 カゴkaradal6z 7～8杯

分 とされてい るか ら,上 記 の焼畑 の収量 は運搬 カゴ30杯 前後,カ ゴ1杯 のサ トイモは

70～80斤 前後 とされ るか ら,こ の耕地の総収量 は2,300斤 前 後 と推定 で きる。事例5

の 耕地は正確 な測量 はお こな っていないが,他 の耕 地の測量結果 か ら推 してO・25ha

 (甲)程 度 と考 え られ る。 この数値 か ら1甲(ha)当 りのサ トイモの収量 を試算す る

と9,200斤/甲 とい う値が得 られ る。 もっともこの値 はrう ま く収穫 で きれば」 とい う

前提 に立 って の数値で,平 均値 よ りかな り上廻 った数値 とみなければな らない。 さき

の表12に 掲 げた 『高砂族調査書』に記載 された この村 のサ トイモの単位面積 当 りの収

量7,735斤/甲 は,そ うした意味ではかな り真実 に近 い値 とみ ることがで きよう。 つ

ま り本村 におけ るサ トイモの収量は反当 りに換 算 して800斤 程 度,す なわち約120～

130貫/反 ほ どとみて大 きな誤 りはない と考 えられ る。 しか し,こ の数値の もつ農 業技
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術上の意 味については,さ し当っての ところ比較す るデ0タ がないので後考 を期す る

ことに したい。

 な お,こ のサ トイモの収穫 にまつわ る儀礼や禁忌については,村 人 はその存在 を否

定 してお り,デ0タ を得 るこ とが できなか っアこ。

 サ トイモの植 え付け時 には,既 述の ように或 る種の儀礼や禁忌が存在 してい るに も

拘わ らず,収 穫時 にそれが ないとい う事実 について は,以 前に存在 していた ものが脱

落 した と も考 え られ る。 しか し,さ きに示 した植 え付 け時の儀礼や禁忌には,後 述 の

アワの それ と類似 した点 の多いことに注 目すれ ば,む しろ後 にな って,ア ワのそれを

模倣 してサ トイモの植 え付け時の儀礼が行 われ るよ うになったと考 えることがで きる

のではなかろ うか。 本村か ら余 り距 っていないSu-Paiwan村 の 調査 をお こな った石

嘉が,同 村のサ トイモ収穫儀礼について 「這個祭祀与収粟祭的性質同,把 祭祀的中心

従粟 転換 到芋頭而 巳」[石 嘉,1971a:p.164コ と述べてい るの も同一 の趣 旨であろ う。

とい うような点に留意 すれ ば,本 地域においては,も ともとサ トイモ(タ ロイモ)に

は,複 雑な儀礼 は随伴 していなか ったと考 えてお くのが,妥 当なのではないだ ろ うか。

(4)第2年 目以後の輪作

 12～1月 に収穫作業 のおこなわれ たサ トイモ畑の多 くは,そ の まま耕 作が放 棄 され

ることな く,2年 目以後 の輪作 に入 る。た とえば事例5に 示 したRumararatsu Raro-

ranの 所有 す る耕地 の場合 には,2年 目以後 にはつ ぎのよ うな輪作が予定 されていた。

 事例sRumararatsu Raroranの サ トイモ用耕地の2年 目以後の輪作形態

 この耕地では,既 述のように調査の時点(1972年8月)に おいて,40㎝ ほどに成長 したサトイ

モの間に,す でにサツマイモのイモヅルが植え付けられていた。 このサツマイモは,そ の年

(1972年)の3月 の末頃に,サ トイモの間に植え付けられたものである。したがって,こ の耕地

では,翌 年(1973年)の1月 頃にサ トイモの収穫が終ると,耕 地の全面がサツマイモ畑に転換す

ることになる。このサツマイモは9月 頃から収穫が可能になり,随 時さぐり掘りによって収穫

を続けなが ら,翌 年(1973年)の ユ0月頃まで利用される。その後,サ ツマイモのツルをすべて抜

き取り,こ れを耕地でそのまま乾燥させたうえ所々に集めて焼 く。その灰を耕地全面にできる

だけ拡げたのち一 これはわずかではあるが施肥効果があると考えられている一,そ の翌年

(1974年),すなわち,焼 畑耕地造成後3年 目の2月～3月 頃にアワが播種される。このアワは7月

頃に収穫されるが,そ のときには,そ れ以前にアワの問に植え付けられていたサツマイモが成

長しており,そ のままもう0度 この耕地はサツマイモ畑に替る。このサツマイモの収穫を植付

けの翌年 備作の第4年目)ま で続けたうえで,耕 作を放棄し,こ の耕地は再び休閑地に帰される

予定であるという。つまり,こ のRumararatsu Raroranの 所有するサ トイモを初年目作物 とす
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る耕地では,サ トイモ→ サツマイモ→ アワ→ サツマイモ→ 休閑,と いう4年 にわたる輪作

が実施され一 その間にキマメ,カ ボチャ,ア カザその他の副次的作物が間作,混 作されるこ

とは言うまでもないが一 典型的なく根栽 ・雑穀型〉ともいうべき焼畑の経営がおこなわれ

るわけである。

 以 上 のよ うに,サ トイモを初年 目作物 として栽培 した耕地 は,サ トイモ収穫 後には,

そのほ とん どが2年 目作物 としてサツマ イモを栽培す る耕地に転換 す る。 この場合,

2年 目作物 として栽培 され るサ ツマイモは,初 年 目のサ トイモ栽培 中に,そ の株 間に

イモヅルを植 えてた もので ある。しか も,サ ツマ イモは植 え付け後4～5ヵ 月 目か ら,

さ ぐ り掘 りに よって収穫が可能 である。 このため,サ トイモを収穫す る時点では,サ

ツマイモは多 くの場合,収 穫可能 なまでに成長 し,さ ぐ り掘 りによる収穫がたいてい

始め られてい る。 したが って,こ のよ うな耕地 では複雑 な混作の景観がみ られ ること

も少な くない。ただ,焼 畑耕地 の周縁部 は,ま わ りか らの雑草 の侵入が烈 し く,イ モ

ズルの植付 け も疎 にな るため,第2年 目のサ ツマイモ畑の面積 は初年 目の それ よ り小

さくな り,と きには%程 度にな る場合 も少 な くない とい う。

 と ころで,最 近では,労 働 力の不足やovercultivationの 影 響 な どに よって,焼 畑 の

輪作期間が短縮 され,サ トイモ用の耕地 の場合 に も,2年 目のサツマ イモ栽培が終 っ

た段階 で,焼 畑の耕作 を放棄す る例 もしばしばみ られ る。 しか し,一 般 にサ トイモ用

の耕地 は,前 に も述べ たよ うに,植 生 の相対 的に良好 な二次林 を選 んで造成 され るこ

とが少 な くない。 この ため,他 の耕地 に較べ て輪作期間がやや長 く,3年 ～4年 間耕

作が継 続 され る例が 多いよ うで ある。 この場 合には,第3年 目の主 作物は事例6に 示

した ように,例 外 な くア ワとな り,ア カザや モロコシも極 く少量 それ と混播 され る。

このサ トイモ畑 の3年 目に作付 され るアワの品種 とアワ用耕地 の初年 に作 付 され る品

種の間には と くに区別 はないよ うである。 さ らに,こ の3年 目のア ワの収穫 した後 の

第4年 目には,耕 地 の中の条件 のよい部分にサ ツマイモを植付 け,そ の栽培が終 った

ところで今 日ではすべ て耕作が放棄 され ている。

 しか し,以 前には,そ の後 に もう0度 アワを蒔 き,さ らにサツマ イモを栽培 して5

～6年 間にわた って耕地 を利用 した例 も少 な くなか った ようである。森林植生が現在

よ りも豊かであ り,か つ火入れや とくに除草 についての労働集約度 が,か つて は今 日

よ りもよほど高か った ことが,こ うした長期 の輪作 を可能に していた条件 だったと推

定 され るのである。
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  3.ア ワを初年 目作 物 とす る焼 畑 の経営

 アワ ゐ魏錫%は この村において,サ トイモと並ぶ もっとも重要な初年作物である。

また,イ モ類が,日 常的なケの食料 とみなされるのに対し,ア ワはしばしばハレの食

料 としての役割を果すこともすでに指摘 した通 りである。このような意味で,も っと
            ほ

も重要な作物とみなされるアワは具体的にどのように栽培され,ま たどのような儀礼

がその耕作に随伴して営まれているだろうか。いま迄の記述にならって,い くつかの

具体例を紹介しなが ら,そ の栽培技術と儀礼の特色をみてゆくことにしたい。

 われわれはすでに,事 例1に おいて典型的なアワを栽培する焼畑耕地の例を示 して

おいたが,こ こで もう1例,ア ワを栽培する耕地の具体例を示し,以 下両者の経営を

対比 させなが ら論をすすめてゆ くことにしよう。

 事 例7Zigero Sarimanaoの 所 有 す る ア ワ用 耕 地

 集 落 の 南 側,隣 村Ade1村 へ 向 う道 路 の 上 部斜 面 に 立 地 す る この耕 地 は,図10に 示 した よ う

に東 北 東 に 傾斜(傾 斜角は耕地の上部で36・,中部で21・,下部で2g・ほど)す るほ ぼ長 方 形 の耕 地 で あ る。 実

測面 積 約23.・6ア ール。 調 査 の 時 点(1972年8月)で は,す で に ア ワの 収穫(穂 刈 り)が 終 り,ア ワ

の茎 が 耕 地 一一面 に残 され,そ の 間 にサ ツ マ イモが 植 え つ け られ て い た 。 こ の耕 地 は ほ ぼ 申央 を

図10Zigero Sarimanaoの ア ワ畑
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横切る小道によって,南 北二つの部分に分けられるが,南 端の一角は凹地で雑草が繁茂 し,ア

ワの茎の残存もまばらで,こ の部分はほとんど耕地としては利用されなかったようで,2年 目

作物であるサツマイモも植付けられていない。この南の一角を除く耕地のほとんど全面には広

い石のテラスがつくられている。畑小屋から耕地の上縁まで,直 線距離にして27～28mの 間に,

13段 のテラス(1段 の平均の高さ40㎝)が 現存し,そ の上部の急斜面に崩壊 したテラスが5段

ほどある。現存しているテラス1段 の巾は約2m程 度。

 この耕地は前年の12月 初旬から中旬頃にかけて造成されたもので,造 成前には草丈50㎝ ほど

のブッシュをなし,こ れを主として鎌で伐採 ・整理したのち,乾 燥するのをまって,12月20日

頃に火入れをおこなった。細い木あるいは枯草を束ねたタイマツで耕地の上部から点火し,成

年女子1人 と子供1人 の労働力で約1時 間余りで作業を終ったという。その後,焼 跡の整理と

石のテラスの修理に1日5～6人,多 い日には7～8人(女 が多い)の 村人を雇って作業をおこ

ない,ほ ぼ4日 でその作業を終了したという。

 事例1に 紹介 したア ワ畑が,10年 生 ほどの森林 を1ヵ 月近 くかか って伐採 したの と

異 り,こ の耕地 は休閑期間3～4年 と推 定 され る原野 を伐 り開い た もので,造 成に要

した期 間が短 く,し たが って,つ ぎに述べ るように播種 の時期 もかな り早 くな ってい

る。今 日のKinuran村 で は,ア ワ畑 は事例1の よ うに森林 を伐採 して造成す る もの

よ りも,む しろ本例 のよ うに,原 野 や叢林を伐採 して造成す る ものの方が多い ことは,

前 に も指摘 した とお りであ る。

(1)ア ワの播種 作 業 とそ の儀 礼

 12月から2月 頃にかけて,耕 地の造成がおこなわれたあと,ア ワの播種作業が各耕

地ではじめられる。その作業の具体例としてはつぎのような事例がある。

 事例8Zigero Sarimanaoの 耕地でのアワの播種作業

 Zigero Sarimanao家 では事例7に 示したように12月 下旬に耕地の造成を終ったあと,翌 年

の1月10日 にアワの播種をおこなった。 耕地の中央にある小道の北側にはpararam,南 側に

はpkhalokorowanuと それぞれ別の品種のモチアワを播種 したが,こ の事例の場合にはアワだ

けを蒔き,ア カザやモロコシなどの混播はいっさいおこなわれなかった。播種の際には小さな

フクロに入れておいた種子を手いっぱいに握 って,左 か ら右へ振りながら二,三 回に分けてこ

れを散播する。 そのあと男が鍬(主 に刃先の狭いkuwatsui)で 軽 く土を反転させて覆土した

あと,女 が掘棒tsubulを 用 いて土をならし,石 や根株などを除去して低いテラスにつ くられ

た耕地面を整理する。実測面積23.6ア ールのこの耕地に播種されるアワの適量は小型の洗面器

(容量約1.51it)に1杯 ないし1杯 半程度とされている。このアワ蒔きの終ったあと,テ ラス

の石垣に沿うところどころに女がtsubudで 穴をあけキマメとトウモロコシを少量ずつ穴播きし

たという。
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 さ らに典型的 な焼畑耕地 として事例1に 紹介 したRumararatsu Raroran所 有 の アワ

用耕地 の場合 には,つ ぎの よ うに して播種作業 がお こなわれた。

 事例9 Rumararatsu Raroran家 のアワの播種作業

 事例1に 示 した耕地のアワの播種は,1972年 の3月 中旬におこなわれた(火 入れは,既 述の

ように2月 初旬であった)。播種したアワは2種 類で,モ チ種のpararamを 耕地の上部に,同

じくモチ種のkauwapanuを 耕地の下部に,そ れぞれアカザやモロコシとともに混播した。そ

の播種量は,ア ワを小型の洗面器(容 量約1.51it)1杯 と,ア カザとモロコシをそれぞれ片手の手

のひらをくぼめて1杯 程度であった。このアワの播種の後に,ト ウモロコシ・キマメ・カボチ

ャを耕地の一部に播種したが,こ れらのアワや他の作物の播種作業には,こ の耕地 (面積4α6

アール)の 場合,男 女4人 で計12日 を費やして作業を終えたという。 もちろん,こ の申には播

種の伴 う地推えや整地作業も含まれて いるわけだが,こ の播種の作業 期問申に,経 営者の

Rumararatsu Raroranは2～3回 畑小屋に宿泊することがあったと述べている。

 以 上,二 つの事例か らみて,こ の村 のア ワの播種作業にはい くつかの特色が み とめ

られ る。 まず,そ の第1は,混 播 ・混作 のお こなわれ る ことであ る。今 日で もア ワに

少量の アカザや モロコシの種子 をあ らか じめ混ぜ合わせ用意 してお き,こ れを主 とし

て男が耕地 に散播す る。 このほか にか つては,ア ワと同量ほ どの シコクビエを混ぜ あ

わせ て蒔 き付 けたと もいわれ るほ どで,混 播の慣行 は,時 代 を遡 るほ ど著 しか った と

想定 され る。 その他,キ マメ ・ササゲな どの豆類や トウモ ロコシあ るいは カボチ ャな

どの疏菜類,そ れ にサ ツマイモ,サ トイモな どもア ワの間 に作付 され ることが少な く

ないし,以 前 にはハ トムギ もアワ用耕地 の周縁 によ く栽培 され てい たとい う。 こ うし

た混播 ・混作 の農学的意味については,必 ず しも明 らか ではな いが,最 近 では事例8

に示 したよ うに,混 播 をまった くお こなわず,ま た混作 す る作物の数 も限 られ る例が

ふ えて きた ようで,こ うした点に も,伝 統 的な農耕技術 が変化 してゆ くプ ロセスが伺

われ る。

 と ころで,ア ワ畑 にお ける播種 の第2の 特色は,seederは 男, dibblerは 女 とい う

男女分業 がほ1ぎ確立 していることであ る・seederを 男が つ とめるの は,女 や子供が種

子を散播す ると厚蒔 きにな り,播 種 量が多 くな る(女 がやれば男の2倍 ほどになる)の と

その後 の間引 きの作業 が面倒 にな るためで,播 種後 に男が鍬(古 くは掘棒を使ったという)

で土 を反 転 ・覆土 したあ と,掘 棒 で整地す るのは女 の役 目だ とい う。 ただ し,女 が播

種 し,男 が整地す るのが禁忌 され るとい うほど厳格 な性別分業では ない ようであ る。

 これ らの播種作業 のお こなわれ る時期については,お もに3月 が その最盛期 だ とさ
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れ るが,事 例8の よ うに1月 に播種 す る例 もあ り,か な りの巾があ る。ことにKinuran

村 の焼畑耕地 は海抜高度1,200mの 山腹斜面か ら600mの 谷 底付近 にまで広 く分布 して

い るため,温 度条件の差が あ り,比 較的高い所では1月 か ら2月 頃 に,低 い所で は3

月 か ら4月 初旬頃 までにその作業がお こなわれ ることが多い。

 さて,ア ワを播種す る日 もサ トイモの植 え付 けの 日と同様 に鳥 占いによって吉凶が

定 め られ,そ の作業 も主 として家族 ごとにお こなわれる。 その際 に,後 述す るア ワの

収穫 の時 のよ うに,狩 猟に出か ける男は これに参加 で きない とい う禁忌 はな く,播 種

期 間中に男が狩猟 にでる こと も可能で ある。

 しかし,村 人 にとって もっと も儀礼 的な作物 とみな され るア ワの播種 をめ ぐっては,

そ の準備期間か ら作業の終 るまで,も とは多 くの儀礼 に包 まれ,多 種類の禁忌 に彩 ら

れていた ことが注 目されねばな らない。   一

 播 種 の準備期間の禁忌 として具体 的には,つ ぎにあげ るような ことが禁止 され る。

(1)播種 の前 日に,塩 や シ ョウガを口に した り,針 やハサ ミを持 ってはな らない  こ

の禁忌 を犯す と,ア ワの成長 が悪 く,穂 が細 く針 の ようになった り途 中で切れて しま

う。(2)ア ワを播種す る予定 の耕地 に,す でにサ ッマ イモや野菜が栽培 され ている場合,

播 種作業の前 日に それ らを他家の人,と くに妊婦 や 日頃ハサ ミを使 う人 に渡 してはな

らない。(3)播種 用の種子を用意 す る人 は,鍋 のす ぐ横 で食事 を し,鍋 や食器 を洗 った

り,準 備 した種 子 を鍋 と一 緒に運 んではな らない  この禁忌 を犯す と,ア ワが黒 く

なった り,水 に流 され てしま うと思われて いる。

 さ らに,播 種 当 日の禁忌 としては,家 を出 るときか ら畑へ行 く途 中などで他人 と話

しをしてはな らない し,家 にあ るモ ノをい っさい外 に持 ち出 して もな らない。 また

家族の中に妊 娠 してい る女 がい る場 合には,種 子 を入 れた容器 をその女か ら手渡 しで

うけとった上で ない と種子 を蒔 くことがで きない とい うタブ0も 存在 している13)。

13) このアワの播種作業における妊婦に関する禁忌について,Zigero Sarimanaoの 妻(1935年

生れ)は,つ ぎのような経験を語って くれた。

 「私(Zigero Sarimanaoの 妻)は,産 み月の日にも,ア ワの種蒔き作i業に参加していた。け

 れ ども,そ の日は非常に疲れたので家に帰り,父 だけが畑小屋に泊った。 翌日,父 は妊婦であ

 る私からどうしても直接アワの種子を受け取らねば播種ができないので,私 は必ず畑に来るよ

 うに言われていた。 しかし,そ の翌日私は激しい腹痛のため,と うとう畑に行 くことができな

 か った。そのため,父 はついにアワの播種作業ができずに畑小屋から帰ってきて,そ のときの

 播種は延期になってしまった」

  このZigero Sarimanaoの 妻は,第1子 を1951年 に産んでいる。 したがって,こ の種の妊婦

 に関する禁忌は,少 なくともKinuran村 では1950年 頃 までは確実に機能していたことが推定さ

 れ る。
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 こ うした さま ざまの タブーを守 り,播 種の 当日,耕 地へ行 くと,そ こで実際 の作業

をは じめ る前 に,簡 単 な播種の儀礼がお こなわれ る。

 そ の儀礼は,ま ず,そ の耕地 に播種す る予定 のすべての作物の種子(ア ワをはじめア

カザ ・キマメ・トウモ・コシ ・シコクビェなど)を 少量つつ 円形 の箕 伽7盈oの 上にのせた

もの と,豚 の皮 を小 さ く切 った もの(kilin)を2片 用意す る。 そ うして,こ の種子 の

入 った箕 を畑小屋 の前 などの適 当な場所 にお く。 つ ぎに,実 際 に播種作業をお こな う

人(男 ・女いずれでも構わない)が,両 手 にそれぞれ1片 づつ豚皮 の小片kilinを 持 ち,

「今か らお祭 りを します。 どうか立派 なア ワが成長 します よ うに」 とい う意 味の唱 え

言 を述べ なが ら,箕 にのせた種子 の上 を平行 に撫 でるよ うに手 を動か し,こ の動作 を

3回 くり返す。

 この簡単な儀礼的所作が終 ったのち;実 際 のア ワの播種作業が開始 され る。 その技

術的特色についてはすでに述べ た通 りだが,以 前 には,そ の家の アワ蒔 きが終 るまで,

男女 と も酒や酒器にふれる ことが禁忌 され,ま たシ ョウガや黒砂糖 など,も と もと山

地の村 々になか った ものにふれ る とア ワの作柄が悪 くなると考 え られていた。 こうし

た禁忌は,今 日では現実 にほ とん ど守 られ な くなっているが,そ れで も50歳 を超 える

年配 の村人た ちの間では,こ うした禁忌 にふれ る行為 をなす ことを非常に気 に してい

るよ うで ある。

 この よ うに多 くの タブーに と り囲まれ,ア ワの播種 と整地の作業がすすめ られ るが,

その作業がすべて終 了す る日の夕方,家 に帰 るときには,つ ぎの ような アワの播種終

了の儀礼がお こなわれねばな らない。

 この儀 礼に も豚皮 の小片k虱inを2片 用意す る。 まず,播 種 した耕地内の適当な部

分(そ の場所はどこでもよい)を 選 んで,ご く狭 く石 で囲み,一 種 の祭儀場 をつ くる。

それか らkilinを 両手 にそれぞれ1片 ず つ持 ち,石 囲いの上 を撫 でるよ うに して3回

動か し,つ ぎの意味の唱 え言 をい う。 「カ ミサマ,貴 方 の畑 は私 の畑 よ り広い。私 の

畑は貴方の畑 よ り狭い。だか ら,雨 の多い時期 に も降 りす ぎないよ う,暑 い時期に も

暑 くな りす ぎないよ うに。私の畑を半分に しま したか ら,悪 くしないで下 さい」。 こ

の播種終了の儀礼 をお こな って,一 連 のア ワの播種作業 はすべ て完了す る。 その後,

祭 儀 の場に あて られた,こ の小 さな石 囲いの部分 は,特 別 な取 り扱いはせず,耕 地 の

他 の部分 と同様 に扱 われ るよ うで ある。

 な お,Kinuran村 で は,も と もとこれ らの播種初 めの儀礼 や播種終 りの儀礼は各戸

ごとに,そ れ ぞれ適 当な 日を選んでお こなわれ たとい う。
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 しか し 『番族慣習調査報告書 第 五巻 の三』 に よると,同 じRukai族 のKocha・

pongan村 で は同一 日に各戸 ごどに小 さな祭畑(タ ウアパ ヌ)を 開 き,種 アワを播 い

て豊作 を祈 った。 そのあと数 日して ヒョウタンに水 を汲んで祭畑 に灌 ぎ,そ の翌 日か

ら各家で播種 を行 う。 またAdel村 で は全村共 同で,頭 目の祭畑 で播種の儀礼 を行い,

そ の翌 日には祭畑 に水 を灌 ぎ,第3日 目か ら実際の播種 がお こなわれ る。 また,こ の

Adel村 で は播種初 めの祭 りか ら播種終 了の祭 りが お こなわれ るまでの12日 間厳 しい

禁忌があ った ともい う。 これ に対 し,Budai村 で は同一 の日に各戸別 々に祭畑で播種

祭 と播種後 祭がお こなわれ,播 種後祭 の ときに畑地 に水 を灌 ぐ儀礼がお こなわれ たよ

うで ある[臨 時台湾 旧慣調査会,1922:pp.139-145コ 。

 さ らに このBudai村 の戦 前の儀礼 については, Chen Chi-luの くわしい報告が あ

る14)。 そ れに よると,こ の場合 に も播種初 めの儀礼(toakayawapan)と 播 種終 りの

儀礼(makatoakarawapan)の 二 つに分 れ るが,す でに戦前 の記録 で も全村が 同一 日

にお こな うのではな く各戸が 日を決 めてお こな ってい る。 その儀礼 は戦前は7日 間 に

亘 った とい うが,戦 後(1950年 頃)に は祭 りは2日 間 とな っている。第1日 目(puapui)

に は小 さな祭畑(tawapan)を つ くりfこ こに小 さな畑小屋 の模型 をつ くり,ア ワの

ほしいい

乾飯 を供 えて カ ミに豊作 を祈 った。第2日 白(talaragan)に は一家 の主婦が アワ茎 の

先 を尖 らして掘棒 にみたて,そ れを使 ってア ワの茎数本 を植 え付 け,こ れに灌水 して,

再 び豊作を祈 るとい うのであ る[CHE彫1956 : pp.63-64コ 。

 以 上,い くつかの事例を通 じてみる と,今 回調査 したKinuran村 の アワの播種 を

め ぐる儀礼は,か な り退化 ・変容 した ものである ことがわか る。播種初 めとその終 り

の二つの儀 礼の存在 す ること,お よび小 さな祭畑 が儀礼 の場 として用 い られ ることな

どに,か すかに伝統的な儀礼 の面影 を留 めているが,本 来 は,耕 地 を造成す る際 に,

儀 礼的な伐採 をお こな った場 所が祭畑 とな り,播 種初 めと終 りにそれ ぞれ模 擬的 な播

種 や耕作の所作 を行い,灌 水 してア ワの豊作 を幾度 もカ ミに祈 ったのが,こ の儀礼の

古 い姿 ではなか ったか と推定 され る。 また,祭 の期 日 も各戸 それ ぞれにお こな うの

ではな く,も とは全 村い っせいに同一 の 日にお こない,禁 忌 の期間 一 つまり播種の期

間一 も7日 あ るいは12日 など定 め られていた ものであ ろ う。 さ らに播種 に用 い られ

14)Chen Chi-luは, Budai村 の調査において,同 警察所に保管されていた日本統治時代の手

 書 き資料類の中に,ア ワおよびイモについての儀礼の くわしい記録があることを発見し,こ の

 資料をもとにくアワ祭り〉その他の儀礼の詳細な報告をおこなっている。 この論文は,戦 前に

 おこなわれていた伝統的農耕儀礼の実態を村落レベルで捉えてくわしく報告 した数少ない論考

 の一つといえる。
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る農具 も本来 は掘棒の みで あった ことは上掲 のChen Chi・1uの 報 告例 によ って も推察

す ることがで きる。

 (2)除 草 と 鳥 追 い

 播種の終 った耕地でのその後のお もな農作業は除草(間 引)と アワの登熟期におこ

なわれる鳥追いの作業である。

 アワの除草作業は,通 常2回 行われるのが普通で,播 種の早かった事例8の 耕地で

は3月 初旬と4月 の初旬頃,3月 中旬に播種した事例9の 耕地では5月 と6月 に,そ

れぞれ4名 で8～10日 間かかって除草の作業をおこなった。その際,ア ワの間引きも
  ノ

あわせてお こない,密 に播種 され た部分の ア ワを間引 き,と きにはまば らな部分 に移

植 され ることもあるが,そ の例 は多 くない。 こ うした除草や間引 きのための特別 な用

具 はな く,小 型 の掘棒tsutsubulと 手 を用いて行 ってい る。 こうして6月 にな ってア

ワが登熟 しは じめると,鳥 追いのた めに,山 か らカズ ラを取 って来 て耕地 に張 りめ ぐ

らした り,現 在で はそれに カンヅ メg空 きカンを吊 して鳥 お どしの鳴子が つ くられ て

い る。 さきのChen Chi-luの 報 告に よると, Budai村 で はカガ シを樹木 に吊して害

獣(野 ネズミなど)の 駆除 もお こなったとい うが,今 回のKinuran村 の調査 ではその

よ うな例 はみ られ なか った。

 ま た,ア ワの収穫 後に同 じ耕地で続けてサツマ イモの栽培が予定 されてい る場 合はx

ア ワが15㎝ ほ どのびた5月 頃に,ア ワの間にサツマ イモのイモズルが植 え付 け られ る

のは,サ トイモ畑 の場 合 と同 じである。 なお,こ のア ワの成 育期間 中に,雨 乞いや そ

の他の儀礼の営まれ る例 のある ことが 『番族慣習調査報告書』 などに あるが,今 回の

調査では その点は明 らかに しえなか った。

(3)ア ワ の 収 穫 技 術 と そ の 禁 忌 と儀 礼

 ア ワを栽培 する耕地 での収穫i作業 は,6月 頃 にア ワ畑の中に混作 した トウモ ロコシ

の収穫 か らまず始 め られる。 その後耕地 内に点在す るアカザの穂 の部分 を手 で ちぎ り

とって収穫 した うえで,ア ワについては早 くて7月 初旬頃か ら,普 通 は7月 中旬頃か

ら8月 初 旬にかけて収穫作業kya・butunが お こなわれる。

 この収穫 の作業 が 実 際 には じめ られ るに さきだ って,さ きに 事例7・8に 示 した

Zigero Sarimanaoの ア ワ畑 では,つ ぎの よ うな儀礼が ,こ の家の主婦 の手 に よって

お こなわれた とい う。
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 事例10ア ワ収穫直前の0ω ⑳ε〃αの儀礼

 朝,こ の耕地でいよいよ収穫の作業を開始する前に,耕 地内にある適当な大きさの平坦な石

を選び,そ の上に桑の葉を5枚 つつ2列 に計10枚 並べておき,そ の10枚 の桑の葉のそれぞれの

上に,豚 皮の小片k蘚蚣を10片 づつ計100片 を置いて準備する。この石の上にkilinを おいて

準備したものを 伽σ〃∫yσと呼び,こ のowavi vaを いただくようにして,こ れに向ってつぎの

意味の唱え言を言うという。 「カミサマ,今 日は私の家のアワ畑を初めて収穫します。豊かな

収穫がありますよう。そして,た とえ私達がしてはならないことをしたり,間 違ったことをし

たりしても,ど うかお許 し下さい」。 この祈 りが終ると,具 体的な収穫作業が開始されるわけ

だが,こ のowaviyaの 儀 礼は,か つてこの村では,各 戸毎にすべてのアワ畑で収穫の前におこ

なわれていたという。

 と ころで,こ の唱え言 の中に もあるよ うに,0連 のア ワの収穫作業 に当 っては,数
                   タブ 

多 くの 「してはな らない こと」,つ ま り禁忌 があ り,そ れ らの禁忌 とい くつかの儀 礼行

動が複合 して,も とは複雑 な儀礼 の体系 を形 づ くっていたよ うで ある。現在 は,そ の

ほ とん どが失 われてしまっているが,そ れ で も収穫 をは じめるに当 っては,(1)ア ワの

播種 やサ トイモの植 え付 けのと きと同様 に,収 穫の 日の朝は他人 と話 しを してはな ら

ない し,ま た どのよ うな品物 で も家の中か ら外へ出 してはな らない。 また(2)家族 の中

に妊 婦がい る場合,誰 よ りも先 にその妊 婦が アワ穂 を少 し摘 み取 り,そ の穂 を実際 に

作業 を行 う人に手渡 した後 でないと,他 の者が作業 を始 めることがで きない とされて

い る。 さ らに(3)狩猟 とア ワの収穫作業の関係 について も,ア ワの収穫期 間中に狩猟 に

従事 した り,ま た従事す る予定 の男性 は,収 穫作業 に直接参加す ることは厳 しく禁忌

されてい る。収穫作業 に従事 した女性 は,そ の作業着 を着 替 えない うちは,狩 猟 をお

こな った男性 と話 しを交 わす こともで きないとされてお り,狩 猟 をお こな うもの とア

ワの収穫 作業 に従事す る もの とは,は っ き りと区別す る慣行 の存 した ことが注 目 され

るのであ る。

 た だ し,こ うした狩猟 との関係 を除 けば,ア ワの収穫作業 には男 ・女 を問わず参加

で きるのであ り,実 際にその作業 は家族 の メンバーを中心にお こなわれ ることが 多い。

まず,そ の具 体的事例 をみ るとつ ぎの如 くである。

 事例11 アワの収穫作業

 播種時期の早かった事例8の 耕地では7月1日,ま ず早生種のpararam種 のアワから収穫

をはじめ,第1日 目1人(女 性),2日 目2人(女 性),3日 目2人(女 と子供)の延5人 の労働力で

すべての収穫を了えた。この収穫作業では左手でアワ穂をまとめ,右 手の小刀で穂の下30～40

㎝ のところを切って収穫したが,昔 はアワの収穫に刃物を使 うことはできず,必 ず穂の下の節

のところをオヤユビで押え,し ごくようにして指で摘みとったという。穂刈りしたアワはその
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まま耕地に置いておき,夕 方に束にして,そ れらを揃えて畑小屋におく。すべての収穫の終っ

たあとアワ穂の東は,運 搬用の背負籠karadadに 入れて家屋にまで運んだ。

 また,事 例1のRumararatsu Raroranの 耕地(面 積約40.6アール)で は,ア ワの収穫は7月 中旬

か ら下旬におこなわれ,2人(夫 婦)で 約1週 間～10日 の労働を要したという。収穫したアワ穂

は畑地のあちこちにある石の上でよく乾かし,乾 燥したのち家屋へ運搬した。

 上 記の事例にみ られ るようにア ワの収穫作業kya-butunは 技 術的には簡単 な ものだ

が,現 状 はと もか く,伝 統的には その作業 に刃物 を使 うことは厳 し く禁忌 され,す べ

て手で穂の下30～40cmほ どの ところを摘 み とらねばな らなか った点に大 きな特色 がみ

とめ られ る。

 その ほか,こ の アワの収穫作業 に付 随 しては,つ ぎのよ うな禁忌が,か つてはみ ら

れ たよ うである。(1)収 穫 をお こな う人 は必 ず横一 列に並 んで穂 をつ みと らね ばな らな

い  もし誰かが列を乱 し,勝 手 に前 へ進 んで収穫 す ると,そ の 日の収量が少な くな

る。(2)収 穫 作業中に必要が あって後 ろ向 きにな ることはか まわないが,元 に戻 るとき

には,最 初 と逆の方向に回 って戻 り,決 して1回 転 してはな らない。(3)作 業 中は決 し

て大声 で話 した り,歌 を唱 った りしてはな らない。(4)ア ワが登熟 して,ま だその収穫

を終 っていない場合には人間はその畑 の中を通 れない。必ず畑 の外側 を通 る。 などで

あ り,こ れ らの禁忌の一つが犯 され ると,そ の 日の収穫作業 は中止 され ることになる。

また,畑 小屋で朝に燃や し火が昼に なって消 えた り,蜂 が収穫作業 中の人 の上 を飛ん

だ り,さ らには背負籠kayadalを か つ いだと きに ヒモが外 れて籠 が落 ちた りした場

合に も,そ の 日の収穫 は中止 され ていた とい う。

 こ うして収穫 され たア ワの穂 は,す でに刈 り取 りの終 った畑地 の部分 には置かず,

まだ刈 り取 りのすん でいない畑地の部分へ持 って行 き,東 に して置 く。そ うして,1

日の作業 がすべ て無事終了 す ると,そ の日に収穫 した アワ束を数 える。 この とき,そ

の 日の朝 にア ワを束 ね るために用意 してい た ヒモ(本 来はカズラの一種を使 う)の 数 と

束ね終 ったあ との残 りの ヒモの数 とを照合す るの に注意 が払 われ る。 ヒモを紛失 した

りして,そ の数が合 わなか った り,あ るいは束ね る作業中に ヒモが切 れた りする と不

幸が起 る予兆 と考 えられ る。 したが って,こ の ヒモ(ヵ ズラ)は 朝か ら木の葉 で くるん

で大切 に し,そ の管理 には十分 な注意 が払 われ るとい う。

 収穫 した アワは,脱 穀 の際に用 い るウス1 o�oに1東 分が ち ょうど入 る程度の小束

にまとめ,そ の小束 を さらに3束 集 めて一 つの束 にまとめ られ る。 さ らに それ らを3

東集 めて一 つの大 きな東 に まとめた もの,す なわち小 さなア ワ東 を9束 集めた大 束 を
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  写 真12収 穫 し た ア ワ束
'向う側
にある籠が運搬用の背負籠karadal

1karirailaと 呼 んで収量 を算定 す る単位 としている15)。 ま た,別 に比較的大 きなア

ワだけ を選 んで1束 に大 きくま とめた もの を1darudaruPan"と 呼 び,別 の収量単位

としてい る。Kinuran村 で は,後 述 のよ うに,ア ワの収量 を示す場 合には,通 常 この

二 つの単 位が使用 されてい る。

 これ らの収穫 した アワ東 は,乾 燥 させ た後,い ったん畑小屋に収納 され,さ らに機

会 をみて村落の家屋 に運搬 し,ア ワ穂 のまま各家屋 内に設置 されたraosulと 呼 ばれ

る木製 の貯蔵倉 に収納 され る。 隣…村Bubaiな どで は,高 床 の穀倉が現存 し,こ こに

アワ穂が収納 され てい たといわれ るが,Kinuran村 で は,以 前か らこの種の高 床式の

穀倉 はな く,す べ てraosulに 入 れてア ワ穂 を貯蔵す る方 法が と られていた とい う。

(4)ア ワとシ コ クビエの収穫 儀礼

 ところで,上 掲の事例においては,ア ワの収穫作業は耕地における卿 卿加 の儀礼

によってはじめられることを指摘したが,以 前には実際の収穫がはじめめれる前に数

日に亘ってく アワの収穫前祭〉とでも称すべ き儀礼が,こ の村において も執行 されて

15)Kinuran村 で は ア ワの小 束 を9束 集 め た もの が,1karirailaと よ ばれ て 収 量 の単 位 とな っ

 て い るの に対 し,Chen Chi・1ttの 報 告[1965, P.65]に よ れ ば, Budai村 で は ア ワの小 束 を12

 束集 めた もの が1karirailaと よば れ て い る。 そ れ は つ ぎの よ うな単 位 か ら成 っ てい る。

  4wiuakoθan==1rutsectsecgan  3 rutsutsugan=1 kariraila  10 kariraila=1 pol∂k∂t∂

 最初 の小 束 をBudai村 で は 四 つ ま とめ て い る点 がKinuran村 と異 ってい るが,こ う した差 異

 が どの よ うな意 味 を もつ か は不 明で あ る。
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い たと考 え られ る。

 この点については,1(inuran村 で は,か な り早 い時期 にその儀礼が消失 した もの

と思われ,今 回の調査 では十分 なデータを得 ることが で きなか った。 しか し,既 出の

Chen Chi-luのBudai村 の調査報告 によると,戦 前 には この村 で4日 間に亘 って収

穫前祭(moatsubu)が 行 われていた とい う。 その第1日 は各戸か らスプ0ン を集めて

tsatsapipianと 称 す る儀礼場 に もってゆ き,そ こで石の上 に置 いて アワの収穫iを神に

告 げる。2日 目は各戸で少量 の アワ飯 とブ タ肉の小片 を,小 さな祭畑において豊作 を

祈念す る。3日 目には家族 の メンバ0が 水 とブ タ肉 の小片 を穀倉の床下に供 え,収 穫

の期 間中に米 の酒 や砂糖 を口に しない ことを神 に誓 い,こ の 日は村外に出 ることが禁

忌 され る。 そして4日 目には収穫 の期 間中に必要 な道具や食料が準 備 され,そ の翌早

朝か ら実際の収穫 作業がは じめ られ るとい うので ある[CHEN,1956:p.64コ 。

 と ころが 『番族慣習調査報告書」 によ ると,ア デル社では 「粟 ヲ収穫 スルニハ先 ツ

月 ノ欠 ケテ 将 二 端 キン トスル時,番 祝未明 二 頭人家(頭 目家のこと一 引用者)二 至

リ,井 ヨリ水 ヲ汲来 リ,粟 ヲ揚 キ飯 ヲ炊 キ,之 ヲ穀神二供 シ,月 改 ラハ粟 ノ収穫 二従

フヘ キ旨 ヲ告 ク。之 ヲ 「パカ ライ」(予 告祭)ト 云 フ。月改 マルヤ 「イキブツヌ」(粟

ヲ取ル義) ト称 シ,番 祝未明 二頭 人家 二至 リ,前 ト同一 ノ祭 ヲ行 ヒ,今 日ヨ リ当二収

穫 ヲ始 ムヘキ旨 ヲ告 ケ,後1畑 二至 リ1小 把 ノ粟種 ヲ摘来 ル。翌 日ヨ リ全社 出 テ収穫

二従 フ」 とい う全 く別種の儀礼の存在 した ことを述べてお り,当 時 ブダィ群社 におい

て も,ほ ぼ同様 の儀礼 の行 われて いた ことを報 じてい る。

 Chen Chi-luの 報 告 した戦 前のBudai村 の 収穫 前の儀礼 が各戸を単 位 とす る もので

あ るのに対 し,『 番族 慣習調査報告書』 のAdel村 の 儀礼は,全 村を単位 とす るもσ

であ り,そ れが月の盈虚 と深 く関係 してい る点な ど,儀 礼 としての古態 をよ く留 めて

い るとも考 える ことがで きる。だが,こ うした収穫前 の儀礼 の もつ諸特色 の比 較や そ

の原型 の復原 などの問題については,い まの ところ十分 な考察 を可能 にす るほどの デ

0タ が整 っていないので
,後 考 をまつ ことに したい。

 しか し,収 穫儀礼の形 態にかな りのバ リエーシ ョンが ある として も,古 くは アワの

収穫 が はじめ られ る幾 日か前 か ら,そ の収穫 の豊か なることを神に祈念 す る多彩 な儀

礼がお こなわれ,収 穫 の全期 間 とさらにその後 にお こなわれ る く収穫後祭〉(い わゆ

るくアワ祭り〉)の 終了す るまで,1ヵ 月以上 の長 期 に亘 って,多 様 な禁忌 と儀礼が,

この村において も展 開 していた ことは間違い ない。 アワの収穫作業 は,こ れ らの禁忌

や儀礼 と複合 して,0つ の複雑 な技術 と儀礼の体 系 を構成 していた もの と考 え られ る
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のであ る。 そうして,こ の0連 の儀礼行 動はく アワの収穫後祭〉(ア ワ祭 り)の 時点

において,そ の クライマ ックスに達す るもの と考 え られ る。

 しか しなが ら,Rukai族 一Paiwan族 においても同様であるが一 の世界 におけるくア

ワ祭 り〉は,単 な るアワの収穫儀礼で はない。 そこには年 越 し祭 りや 先祖祭 りそのほ

か,き わめて多彩 な宗教的行事 の要素が複合 してお り,頭 目制を基礎 とした伝統 的な

社会の特 色 を背景 に した さま ざまな行事が み られ る。 また,そ れは儀礼 の期 間が10日

か ら20日 以上 に及 ぶ複雑 な祭 りで もあ り,本 来,こ の祭 りの期間には村へ の出入 りを

           ものいみ

厳 し く差 し止 め,厳 格 な誰忌 をお こな うものであ った といわれてい る。

 Kinuran村 に おけ る伝統 的なく アワ祭 り〉 について も,今 回の調査 で若干 のデ0タ

を収集 したが,焼 畑農耕技術 とそれ に直接かかわ る儀礼の実 態の報告 を 目的 とす る本

稿では,こ のく アワ祭 り〉 のプ ロセスの詳細 を論ず る ことは,か えって煩環 にわた る

と思 われ る。 したが って,そ れに関す る報告 は,い ずれ別稿 を草す ることに して,こ

こではく収穫前祭〉につづ き,こ の村で もかつては く収穫後祭〉 としての く アワ祭

り〉が多彩 な行 事 を展 開 していた ことを指摘 す るに留 めてお きたい。

 な お,既 述の よ うに,Kinuran村 で はかつてア ワとと もに シコクビエが大量 に栽培

されてい た。 シコク ビエは,ア ワとほぼ同 じ量 の種子が同0の 耕地に混播 され,ア ワ

よ りもや や遅れて9月 頃に穂刈 りされ るのが通例 だったよ うだが,こ の シコクビエの

収穫直後 に も,つ ぎの よ うな儀礼の行 われていた ことが伝承 されてい る。すなわ ち,

シ コク ビエyalumaeの 収 穫 は9月 にお こなわれ るが,そ の収穫を終 った夜 には,例

え他 の家族の収穫 が終 っていな くて も,収 穫 の終 った家族毎 につ ぎの よ うな儀 礼がお

こなわれね ばな らなか った。まず,シ コクビエとササゲyupuyupuを0緒 に して固い

飯 を炊 き,ヒ ョウタンの皮 をむいて小 さな小皿 をつ く り,こ れに小 さな ブタの皮kilin

とこ のシコクビエの飯 を入れて,家 屋 の内部 の柱 の ところ10ヵ 所 と家の裏の石 垣の と

ころ5ケ 所 にそれ ぞれ供 える。 そうして種 々の唱 え言 をい う。例 えば裏の石垣 の とこ

ろでは 「神 サマ,こ こに供 え もの を供 えますか らよくみて下 さい。 もし,他 人 が悪

いことをしか けに来 た らお守 り下 さい」。 柱 のところでは 「われわれの家族 が本年 も

無事 であ ります よ うに」。 カマ ドの ところでは 「いつ も多 くの食糧にめ ぐまれ ます よ

うに」等 々の唱 え言 をい う。

 さ らに この祭 りの翌 日には,早 朝 の暗 い うちに男 たちは起 きて山刀を もって外へ出

る(男 なら子供でも同様)。 そ うして道端 に アワの刈株 を集 めて火 を燃や し,ブ タの皮の

小片二つ をこの火の中に入 れ,道 路 の左右 両側 の草 を切 って火の中でいぶす とと もに,
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その火の上を男たちがまたいで通 り,ま たいで帰 る。 この儀礼をすまさない うちに,

猟場や高い山に行 くと必ず災難があると信ぜられていたというのである。

 Chen Chi-luの 報告ではこれと全 く同様の儀礼が, Budai村 でもシコクビエの収穫

直前に行われるごとが報ぜ られ,『 番族慣習調査報告書』で も稗(シ コクビェのことで

あろう)の 収穫に当 り粟茎に火を点ずる儀礼の存在が述べ られている。 また古野清人

は,す でにもふれたように,Paiwan族 の大鳥社では1週 間に亘るシコクビエの収穫

祭が行われていた事実を報告している。が,台 湾山地南部の原住民の農業体系の中に

おけるシコクビエの位置づけとその意義一 ことにアワとの先後関係など  につい

ては,農 耕儀礼や作物起源神話などの くわしい分析が必要であ り,そ れ らをまって今

後検討すべ き重要な課題の一つであることを指摘 し,本 稿ではこの問題について も,

これ以上立入った考察はさけておきたい。

(5)ア ワの収 穫量 に ついて の検討

 さて,こ こで,も う一度農耕技術に関連する問題に もどり,ア ワの収穫量について

検討してお くことにしよう。

 今回の調査では,入 村したときにはすでにアワの収穫はすべて終了していたので,

実際にアワの収量を計測することはで きなかった。しかし,前 節でアワ畑の経営事例

に示した二つの耕地については,そ の面積 と収量がほぼ判明しているので,こ れ らの

数値をもとに,こ の村におけるアワの単位面積当りの収量の推算を試みてみたい。

 事 例12 二 つ のア ワ畑 の 収穫 量

 まず事 例1に 示 したRumararatsu Raroranの 耕 地(実 測 面 積 約40.6ア ー ル)で は,既 述 の

よ うに モ チ種 のparayamとkauwapanuの2品 種 の ア ワが 栽 培 され た が,7月 下 旬 の収 穫 時

に は,両 品 種 あ わせ て 普 通 の小 束 を9東 集 め た もの が15(つ ま り15kariraila)と と くに大 き

な ア ワ穂 ばか り集 め た大 東 が13(つ ま り13darudarupanu)で あ っ た とい う。 また 事 例7・8に

示 したZigero Sarimanaoの ア ワ畑(実 測 面 積 約23.6ア ー ル)で はpararamとpkhalokoyowanu

の2品 種 の モチ ア ワが 栽 培 され たが,そ の 収量 は両 者 あ わせ て約15karirailaで あ った と い う。

 ところで,こ の普通の小束のアワ1東 を脱穀した場合に得 られる穀粒(玄 粟)の 体

積にっいては,容 量約1・51itの小型洗面器に約2杯 分ほど,と いうのが村人たちの一

致 した意見であった。つぎに普通の小束およびとくに大 きなアワ穂を集めた大束,そ

れぞれの1束 つつの重量については,集 落内の各所で貯蔵 されていたアワ束約40東 を

無作為に抽出してその重量を計測 した結果,普 通の小束の平均重量が約2.6k9に 対 し,
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大 きなアワ穂 を集めた大 東(darudarupanu)の 平 均重量は 約4kgで あ ることが わか

った。

 したが って,さ きの事 例に示 したRumararatsu Raroranの 耕 地 の 全収量 に15

karirai 1 aと13 darudarupanuで あ ったか ら,こ れ をすべて普通 の小束 に換算す る と,

約155束 に 当ることにな る。

          49(小束)×15十13(大束)×            =155(小束
)          2

.6

小 束1つ か ら脱 穀 して得 られ る玄粟 の量 を約3.01itと す ると,こ の耕地 で収穫 され た

アワの総量は約4651it,す な わち約25.8斗 とな る。上記 の耕地の面積 は4α6ア0ル,約

4反 で あるか ら反 当 り収量 に換算 す ると約6.5斗/反 とい う数値 が得 られ る。

 同 様 にしてZigero Sarimanaoの 耕地 におけ るア ワの収量 を計 算 してみ ると,総 収

量 は4051it,22.5斗,反 当 り収量 に換算 して約9.4斗/反 とい うRumararatsu Raroran

の場 合 に較べ てやや高い数値が得 られ る。

 Zigero Sarimanaoの 場 合 には,伝 統的な雑穀 類を混播 する方法 によ らず,も っぱ ら

ア ワばか りを栽培 したのに対 し,Rumararatsu Raroranは ア ワのほかにアカザ やモ ロ

コシを混播 し,ま た耕地 の一部 にサ トイモや ヤムイモを混作 す るな ど,ア ワ以外 の作

物 を同0の 耕地 でか な り栽培 した ことが,両 者で アワの反 当収量 に差 を生 み出 した一

つの原 因ではないか と考 え られる。事実,両 者の耕地面積にかな りの差があるに も拘

らず,ア ワの播種量 は,事 例8・9に 示 したよ うに,ど ちらも1.51itほ ど と変 らない

ことは,こ の間の事情 を よ く裏書 きす る事実 であろ う。

 したが って,こ の村におけ る伝統的な焼畑経営方式  つ ま り主作物以外に大量の

副次的作物 を混播 ・混作 す る栽培方式  に よるア ワの収量は,反 当 り6～7斗 程度

と考 えてお くのが妥当 なので はないだろ うか。

 『高砂族調査書』 によって,1933年 当 時の台湾山地民 のア ワの反 当収量 を概算す る

と,Atayal族 で5.2斗, Bunun族 で7.7斗, Tsou族 で9.2斗, Paiwan族 で5・7斗 と

い う数値が得 られ,一 般 に5～7斗/反 の あた りに その平均値 があ るもの と考 え られ

る[佐 々木,1970:P.115]。 この ような点か らも,上 記 の6～7斗/反 とい う反収

を,本 村 におけ る伝統的 な焼畑 における収量 とみて0応 さし支 えない もの と考 えるの

であ る。

 い ずれに して も,焼 畑 の収 量は年次 に より,ま た場所 によって,き わめて偏 差の大

きい もので ある。 したが って,上 記の反 当 り収量 の数値 も0つ の 目安にす ぎない こと
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は,改 めて断 るまで もないであろ う。

(6)ア ワの脱 穀 ・調整 と調理 ・加工 の特 色一一ue礼 的作物としての意義

収穫されたあと穂のまま各家屋内に貯蔵された新 アワは,ア ワの収穫後祭くアワ祭

り〉の始まるのをまって初めて食用に供 される。

写真13 タテギネによるアワの脱穀と精白作業

 この場合・ アワや アカザ(か つてはシコクビエも同じであったであろう)は,必 要 に応

じて脱穀 され るのが常 で,こ の ときには小束の穂 をそのまま木 臼10勉oに 入 れ
,タ テ

ギネasoroを 用 いてよ く揚 く。 この作業は通 常女 の仕事で,屋 外 で も屋 内で もお こ

なわれ,2人 の女が向 きあ って鳩 く場合 も少 な くない。完全 に玄粟 が脱粒 した頃 を見

計 って穂穀 を捨て,そ の後,幾 度 も竹 でつ くった円形 の箕varakoを 用 いて風選 を く

り返 し,玄 粟 をよ く揚 いて精 白す るわ けであ る。 こうして,脱 穀 か ら精 白までを木臼

とタテギネ と箕 を用 いて一度に作 業す るのが通例 であ る。が,玄 粟 の状態 で仮 りに貯

蔵 してお き・食用 に供す る直前に木臼で もう一度 よ く揚 いて精 白す る ことも少な くな

い。
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 しか し,Chen Chi・1uのBudai村 で の調査 に よると,そ こでは アワ はまず 竹籠

(varakoと よばれる箕であろう)に 入れ,足 でよ く踏んで脱 穀 した後,木 臼 とタテギネで

精 白 され るとい う[CHEN,1956:p・61コ 。 Kinuran村 で は,既 述 の ように,現 在 では

すべ てア ワ穂 を臼に直接入れてキ ネで脱穀す る方法 をとってお り,そ の他の方法 はみ

られ ない。 だが,こ の村で もアカザの脱穀 は,い ま も足で もん でお こなってい るし,

Budai村 で はハ トムギの脱穀 も竹籠 の申で足 で踏ん でお こなってい る。こうした来歴の

古 い と思 われ る雑穀類 の脱穀方 法が オ リジナルな形態 に近 い ものとすれば,Kinuran

村 に おいて も,古 い時代 には アワ穂 を足 で踏 む脱穀法が お こなわれ た可能性が ない と

は言 えないであろ う。

 こ うして精 白 され たア ワの調理 ・加工方 法には大別 して,(a)ア ワ飯rutsuganu ec炊

く,(b)ア ワモチabaiに 加 工す る,(c)ア ワ酒leabaωanを 醸 造す る,の 三つの方法が ある。

 ま ず,ア ワ飯 の調理法 は,水 の中に精 白 した アワを入れ,メ シベ ラでか きまぜなが

ら炊 くもので,一 種 のツブガユがで き上 る。 この ときアワの中に野草(土 名でsomaと

よばれる草(種 類不明)が よく使われる)を 入れて一 緒に炊 くことが少 な くない とい う。 一

種 のア ワの カテ メシといえよ うか。

 つ ぎに アワモチの加工法 は,い ったん精 白した アワを もう一度木 臼に入れ,タ テギ

ネを用 い,水 を加 えなが ら粉 になるまで よ く掲 く。 あるいは精 白 した アワに水 を加 え

なが ら石 の ヒキウスilofigで よ くひ く。 こ うして ク リー ム状 の アワのシ トギが で きあ

が るが,こ れを もう一度手 でよ くこねあげ,長 さ15㎝ ～20㎝ の太 い棒状 に形 を ととの

写 真14 ア ワの シ トギづ くり

 石臼で水にひたしたモチアワをひく
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写真15大 鍋で炊きあがったアワモチ

えた うえ,バ ナナのec barubaruやarabulと 呼 ぶ樹葉 で包 む(と きにはこの申に豚肉を入

れることもある)。 そ うして,こ れ を鉄の大鍋tiniPaleの 中 に用意 した湯 の中へ入れ て

炊 き上げ るわけである。 で き上 りは,一 種 の大型 のチマキに近 い ものだが,よ く調理

された ものは,表 面 のすべすべ した粘性の高 いモチにな ってい る。

 第3の ア ワ酒 の加工法 は,シ トギをつ く り,こ れ を木の葉に くるんで炊 くところま

ではア ワモチの加工 と同 じプロセスを辿 り,で き上 ったモチを手で よ くもんだの ち,

壺 に入れ,ア カザの穀粒 と水 を加 えて密 封す る。 その後,3～4日 す ると自然醗 酵 し,
         どぶろく

酸 味を帯 びたア ワの濁酒 肋 伽 〃伽 が で き上 るのであ る。

 ア ワには,こ うした3種 類の調理 ・加工法が あるが,こ こで注 目しな ければな らな

いのは,食 事慣行 の うえで,こ の アワは他の雑穀類や イモ類 ・マメ類 と異 った意 味 を

もつ ことである。

 す でに も述べ たよ うに,こ の村にお ける日常 の 主食 の中心 をなす ものは,イ モ類

一 もともとはサ トイモが中心で
,お そらく17～18世 紀以後サツマイモが加わった一 であ り,

これ にシコク,ビエや モロコシな どア ワ以外の雑穀類や豆類が加 わ って 日常的な主食物

の ほとん ど大部分 を構成 していた もの と考 え られ る。 『高砂族調査 書』所載 の数値 に

は必ず し も全 巾の信頼はおけないが,そ れ にして も1933年 当時 の この村の総耕作面積

88.8甲 の うち,ア ワの栽培面積 は7・8甲 と全体 の10%に 満 たないのに対 し,イ モ類

の それは45.5甲 と耕地 の過半 を占め,さ らに シコク ビエ ・ トウモ ロコシ(モ ロコシを

含むと思われる),豆 類 の産額が,そ れ ぞれ アワ の生産額 を 上廻 ってい るとい う事実

(83頁の表12参 照)は,伝 統 的な主食物 のなか に占めるア ワの機能が微 々たる もの にす
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表13 戦前におけるブダィ郷各村の作物栽培状況(r高 砂族調査書』の資料により作成)

村 名 ア ワ サ トイモ サツマイモ シコ各エ 落佐 小 豆 豊の他籔 オカボ 辮 面積(甲)

Kinuran
栽培面積(甲)

収 量

7・8(8.8%)

22.62石

14.8(16.7%)

1ユ4,480斤

31.5(35.5%)

170,300斤 22.96石 15.06石 一 27.72石 0.23石

総376.3

輩8&8

Budai
栽培面積(甲)

収 量

37.5(137%)

108.75石

44.7(16.3%)

333,410斤

ユ074(39.1%)

622,920斤 6α52石 2.76石 85.05石

総 1313.2

一 一 本
年 274.7

Kochapongan
栽培面積(甲)

収 量

46・5(21.8%)

176.7石

35.4(16.6%)

332,934斤

62.3(2g.2%)

504,630斤 弘56石 51.12石 126.57石

総 1398.4

一 一 本年
213.4

Ade1
栽培面積(甲)

収 量

13.4(6.7%)

56・28石

22.5(11.3%、

99,176斤

84・5(42.3疹)

549,250斤 48.75石 20,54石 a25石 63.75石

総
一

_本
年

747.0

200.0

Raibwan
栽培面積(甲)

収 量

10.4(7.5%)

3ユ.29石

33.0(23.8%)

ユ97,000斤

70.1(50.5%)

350,250斤 &43石 5.05石 1745石

総 540.0

一 一 本
年 138.9

計
栽培面積爾

収 量

115・1(12.6%)

395.64石

150.4(16.4%)

1,077,000斤

349.1(38」%)

2,197,350斤 139.8石 gz9石 2.25石 308.ユ 石 ユ7.7石

総4374.9

一
本年9158

(注) (1) 耕作面積の項の 「総」は総耕作面積(休 閑地を含む)を 示し, 「本年」は調査年における現実の耕地面積を示す もの。

   (2) アワ・サ トイモ ・サツマイモの栽培面積のあとの(%)は 「本年耕作面積」に対する割合を示す。
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ぎなか った ことをよ く示す ものだ とい える。

 現 在 の霧台郷 を構成す るRukai族 の村 々につ いて,上 記 の 『調査書』に よ り,ア

ワの占め る比重 を調べ てみ たのが表13で あ る。 が,こ れ によって も,ア ワの総耕作面

積 に占める比重 は数%か ら10数%程 度の もので,Kinuran村 とほぼ同0の 傾向 を示 し

ている。 とい うことは,い わゆ るRukai Properの 地 域 においては,も と もと日常の

主食用 の作物 ζしては,ア ワを除 く他の雑穀類 とイモ類が重要 な機能 を演 じ,ア ワは

さほ ど重要 な役割 を果 していなか った ことがわか る。

 それ に も拘 らず,Kinuran村 を は じめ, Rukai族 の村 々では,ア ワは もっと も重要

な作物 として意識 され,そ れに対 して きわめて高 い価値づ けをお こなって きてい る。

す でに くり返 し指摘 したよ うに,も と もとアワの栽培 に当 って は,播 種か ら収穫 に至

るまで きわめて複雑 な禁忌 と儀礼 がそれに随伴 している。 またその収穫後に営 まれ る

いわゆ るくア ワ祭 り〉 は,本 来 は10～20日 聞 に亘 る盛大 な祭儀で あ り
,彼 らの年 中行

事 の最大 の折 目を構成 し,宗 教生 活の クライマ ックスを形 づ くっている ものであ る。

しか も,こ のく アワ祭 り〉の ときだけでは く,年 間に数多 く存す る他 のあらゆ る祭祀

や儀礼 の ときには,必 ず ア ワ酒kabawanが 醸 成 され,ア ワモチやア ワ飯が ブタ肉や

ブタの皮 とともに用意 されねばな らない ことにな っている。 さらに,来 客 を接待す る

際 に もアワモチは欠かす ことので きない食 品だ とされ,伝 統的 な慣行 に従 えば,来 客

に アワモ チを饗応 しない ことは相手 を異 常に軽侮 した ことになる とさえいわれて いる

のであ る。

 とい うことは,ア ワ  と くにモ チ種の アワー がいわゆるハ レの場 に欠かす こと

ので きぬ食品 として強 く意識 されてい ることを示す とともに,よ り根本的 にはア ワが

儀礼 的 ・象徴的 な作物 として強 く価値 づ け られてい ることを意味す る もの に外 な らな

い。

 日常 的食糧 としては,さ ほど重要性 を もたない アワが,こ の地域 において異常 なま

でに複雑化 した禁忌 と儀礼 を伴 って栽培 されねばな らなか ったのは,こ の作物の有す

るこうした儀礼的 ・象徴的性格 と深 くかかわ ってい るのであ る。

 か つて鹿野忠雄 は,タ ロイモを主作物 とす るYami族 に おいて,ご く少量 しか栽培

されない アワが農耕儀礼 の中心にな ってい ることを指摘 したが[鹿 野,ユ952:P.380],

程 度 の差 こそあれ,そ れ と同様 の文化的傾向が,Rukai族 に おいて も見 出 され る こと

をここでは とくに強調 してお きたい と思 うのであ る。
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4.そ の他 の作物 の栽 培

(1)落 花 生 を初 年 目作 物 とす る焼畑 の経 営

 Kinuran村 におけるもっと重要な食料生産の場に当るサ トイモやアワを初年目作物

とする耕地の経営方式や儀礼についていままで述べてきたが,こ れらの耕地は,い ず

れ も1筆 の平均規模が25ア ール程度,毎 年1戸 当 りそれぞれ平均2筆 ずつ造成 される

ものとみることができる。 ところが,こ れ らのサ トイモやアワを初年 目作物 とする焼

畑耕地 とは別に,こ の村には落花生maka-Paerangを 初年 目作物 とする小規模な焼畑

耕地がある。 これは1筆 の平均規模が5ア ールないしそれ以下で,各 戸毎に毎年1筆

程度造成 されるにす ぎないが,必 ず毎年1筆 はこの種の耕地が造成 されることはすで

に指摘 したとお りである。

 この種の落花生を初年目作物 とす る焼畑耕地の 経営に ついては, Rumararatsu

Raroran(家 屋番号②)の つぎのような経営事例をみることができる。

写 真16事 例13に 示 した落 花 生 用 の 小耕 地

石のテラスに沿って トラツメマメが植えつけられている。

 事例13 落花生用耕地の経営

 集落の南側に近接したTairaraと 呼ばれる所にRumararatsu Raroranの 所有する小耕地

がある。この耕地の実測面積は約3.5ア ール。耕地全体は東に傾斜し,そ の全面は幅3～5m

の広い6段 のテラスによって区切られている。この耕地を観察した9月 初旬には,落 花生はす

でに収穫作業が完了 しており,テ ラスの各段には約1.5～2m間 隔でサツマイモのイモヅルが

植えつけてあった。さらにサツマイモの問には,サ トイモとキマメがまばらに植えられ,耕 地

の周縁には トラツメマメtawagoroが 栽培されていた。この耕地は,調 査年(1972年)の 春に初
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年目耕地として造成 され,4月 に掘棒tsubulを 使 って落花生を播種した。その後5月 の終 り頃

から6月 の初めにかけて除草(tsubulを 使う)が1回 おこなわれた後,7月 の末に落花生の収穫

がおこなわれた。その後のこの耕地の輪作は,す でに植え付けられているサツマイモの栽培に

転換し,翌 年(1973年)の3月 にはサツマイモを全部抜きとって,4月 にアワが播種され,そ の

アワが8月 初旬頃までに収穫された後は,こ の耕地は土地が痩せているため休閑地にされると

いう。つまり,こ の耕地では,落 花生→ サツマイモ→ アワ→ 休閑の2年3作 の輪作がおこ

なわれる予定だというのである。

 以 上 の事例 か らもわかるよ うに,0般 に落花 生は3～4月 頃 に播種 され る。播種 の

方 法は,掘 棒tsubulを 用 いて耕地面 に穴 を穿 ち,そ の穴 に落花生が点播 され る。 そ

の後,1～2回 の除草作業が お こなわれ た うえで,7月 下 旬か ら8月 中旬頃 の間 に収

穫 がお こなわれ る。 なお,こ の場合に も,落 花生 とともにキマ メ ・トラツメマメ ・サ

トイモ ・サツマ イモなどが 混作 され るのが通例 であ る。また事例 に示 した耕 地は2年

3作 の輪作 を予定 してい るが,一 般 にこの種の耕地 の耕作年数 は1～2年 と きわめて

短い ことは,す でに も指摘 した とお りである。

 な お,収 穫 した落花生 の用途 につ いては,副 次的 な食物 として 日常 の主食 であるサ

ツマイモ と一緒に煮 て食べ る ことが多 く,そ の まま炊いて副食用に も用い られてい る。

また,最 近では 換金作物 として,Budaiあ る いは三地門 まで運 び下 ろして買却 され

ること もあ るが,そ の量 はわずか な もので,こ の村の現 金収入を支 えるまでにはいた

って いない。

(2)サ ツマ イモの栽 培

 サツマイモwuyashiは,す でに述べたように,サ トイモやアワとともにK�uran

村の焼畑で栽培される主要な作物である。また,サ トイモ ・アワおよび落花生が,そ

れぞれ焼畑の初年目に栽培 されるのに対 して,サ ッマイモは補助的な小型耕地を造成

して初年目か ら栽培 されるわずかな例を除けば,そ のほとんどが,上 記3種 の作物を

主作物 として栽培したあとの2年 目の焼畑耕地に主作物 として栽培 される点に特色が

ある。 このほか,サ ツマイモ用小型耕地や上記の3種 の作物を主作物 とする初年目耕

地にサツマイモが栽培(混 作)さ れる例 も少な くない。

 したが って,栽 培面積について考えれば,サ ッマイモのそれが他の作物に比べては

るかに大 きな ものとなる。本論の皿一1に おいてすでにその分布を論 じた集落周辺の

焼畑耕地36筆 のうち,サ ツマイモを栽培する耕地は9筆 を数 えるのに対 し,サ トイモ
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・アワ ・落花 生は それぞれ2～4筆 にす ぎない(表7)
。 ま た, 戦 前 の資料(表12)

に よ って も,総 耕 作面積88・8甲 の うちサツマイモの栽培面積が約31.5甲(約35%)を

占 めていた。 この事実 は,サ ツマ イモ生産 の量的卓越性が,こ の村ではす でにか な り

以前 か ら確立 していたことをよ く示 す ものであろ う。

 こ うした量 的な問題 と並 んで,サ ツマ イモ栽培の第2の 特色 としては,そ の栽培期

間が一定 の時期に限定 されず,年 間 を通 じて植 え付 け ・収穫のお こない うるこ とであ

る。 この地域 の気 候条件 の もとでは,タ ロイモ(サ トイモ)の 植 え付け ・収穫期 が季

節的 にかな り限定 され るのに対 し,サ ツマ イモの生育適期 はほぼ全年 に亘 っている。

したが って,サ ツマイモはほぼ年間 を通 じて植 え付 けが可能 で,植 え付 け後4～5カ

月すれば収穫 で きるようになる。 しか もく さぐり掘 り法〉 によって収穫 をつづけると

その期間は1年 以上の長期 間にわた ることもで きる。 したが ってサ ツマ イモの多 くが

2年 目作物 として栽培 される といって も,す でに初年 目作物の栽培期 間中にその株間

に イモヅル を植 え付 け,早 い ものは初年 目作物の収穫が終了す る以前 か ら,サ ツマ イ

モの収穫 が開始 され,そ のまま2年 目の サツマイモ栽培に移 ってい く場合 の少 な くな

い ことは,す でに くり返 し指摘 した とお りである。

 年 中収穫 が可能 であ り,そ れ故に端境期の ないサツマ イモは安定 した主食 の供給源

として きわめて貴重 な作物 である。17～18世 紀 以降 に導入 され た新 しい作物 であ りな

が ら,サ ツマ イモがかな り以前 か ら,台 湾 の山地焼畑民 の申で もっとも大量 に栽培 さ

れ る作物 としての地 位を確保 しえたのは,こ うしたサツマ イモの もつ特性 と深 くかか

         写 真17 サ ツマ イモ を洗 う

サツマイモは・この村におけるもっとも重要な主食で,必 要に応 じて掘 りとっ

てきて,お もに水炊きして食べる。
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わっている ことは言 う迄 もない。 また,そ の栽培 に当 っては,植 え付 け ・除草 ・収穫

などほ とん どすべ ての農作業 に,長 い掘棒tsubulよ りもむ しろ短 い掘棒tsutsuﾘ1

が,も っぱ ら用 い られ ることも,こ こで もう一度付言 してお きたい。

 い ずれに して も,現 在 ではサツマイモは,こ の村で もっと も大量 に消費 され る主 食

物 とな ってい る。女 た ちが 日々の必要 に応 じて さ ぐり掘 りに よって収穫 して くるサ ツ

マイモは,と きにはマ メ類 と一緒 に煮 ること もあ るが,大 部分 は洗 ってそのまま水炊

きに して食用 に供 している。恐 らくサツマイモ導 入以前 には,koraiに 加 工 したサ ト

イモや シコクビエ ・豆類 などの雑穀類が主食の座 の中心 を占めていた もの と想像 され

るが,今 日ではサツマ イモが その役割のか な りの部分 を代替 してい るとみて差支 えな

いであ ろう。そ うした意味 では,ア ワが伝統的に``ハ レ"の 場 の食物 としての役割 を

担 って現在 に至 ってい るのに対 し,今 日ではサ ツマイモが 日常的な``ゲ'の 食事の中

心 を構成す るに至 ってい るとい うことが で きる。

 しか し,外 部社会 との接触 と交流が,広 範に進行 しは じめてい るこの村では,焼 畑

その ものが衰滅 の方 向を辿 ってお り,そ れに伴い雑穀 とイモ類 を中心 とす る伝統的 な

食事文 化の特色 も,急 速 に消失 し ようとしてい ること も否定 す ることはで きない。

 IV.要 約 と若 干 の 考 察

 以上,Ruhai族 の焼畑農業について技術と儀礼の実態の概要を述べてきたが,最 後

にその特徴をとりまとめ,そ こに見出される0,二 の問題について簡単な考察を加え

ておきたい。

ユ.農 耕 暦 と輪 作 の 問 題

 まず,い ままで述べ て きたKinuran村 に お ける焼畑農業 の技術 的 フ.ロセ スを要約

す る意 味で,彼 らの農耕暦 を示 す と図11の よ うに なる。

 本文 の中で も繰返 し述 べた ように,現 在,こ の村 では焼畑 の初年 目に栽培 され る主

作物 としては,サ トイモ ・ア ワ ・落花生の三つがあ り,さ らに各輪作型 の第2年 目以

後には,多 くの場合 サツマ イモが栽培 され,.こ れが量的には もっと も多量 に栽培 され

る作物 とな ってい る。 その栽培暦 は,図11に 示 す通 りで,サ トイモ用の耕地 は相対 的

に植生 状態のよいforest fa110w型 の 二次林を10～11月 に伐採 ・火入 れ し,1～2月 に

子 イモを種 イモ として植付 け,12月 か ら翌年 の1月 にか けて その収穫 をおこなってい

る。またアワを初年 目の主作物 とす る焼畑耕地 は,主 として休閑期間のや や短いbush
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図11Kinuran村 の農 耕 暦

fallow型 の 叢林 を12月 か ら1月 にかけて伐採 ・火入れ して造成 し,翌 年の3～4月 に

播種 し,主 として7月 にその収穫 をお こなっている。 この型の耕地 においては,今 日

で もアカザ ・モ ロコシその他 の作物 を混播,混 植す ることが一つの特色 とな ってい る。

また,落 花 生は3～4月 に播種,7～8月 に収穫す るが,一 般にその耕地 の規模 は き

わめて小 さく,ま た,そ れは 自給用食糧 としてよ りむしろ換金作物 として栽培 され る

ことが多 く,そ の栽培 の歴史 もきわめて浅 いといえる。

 これ に対 し,今 日,自 給用 食糧 として もっと も大 きな意味 をも・うサツマ イモは,既

述の よ うに,初 年 目作物 として栽培 され る例は少ないが,輪 作 の2年 目以 降の主作物

となってい る。通 常 これは前 作のサ トイモや アワの株間 にイモ ズルを植 え付 け,そ れ

らの作物の収穫後,必 要 に応 じてその都度少 しず つ さぐ り掘 り法に よって収穫 し,1

年 ない しそれ以上 収穫 を継続 する。5～6月 あるいは8～9月 に,そ の植 え付 の盛期

が あるが,原 則 として年 間のいつの時期 に も植 え付が可能であ り,年 間を通 じて収穫

がお こなわれ る点に,そ の栽培技術上の大 きな特色がみ とめ られる。

 この農耕暦…を全体 として眺 φると,乾 季の10・11月 お よび12・1月 が伐採 ・火入れ

をお こな って焼畑耕地 を造成す る時期,と くに その後半 の12月 か ら1月 にか けて は,

それ とサ トイモの収穫 ・植 え付 けが重な り,こ の村における農繁期 の一 つの ピー クを

形 成 してい る。 また第2の ピークはアワをは じめ とす る各種 の雑穀 や豆類の播 種 をお
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こな う3月 であ り,そ の間引 ・除草 あ るいはサ トイモ畑の除草 などのお こなわれ る5

～6月 の時期が それ につづ く。 そうして第3の ピー クは アワやモ ロコシ ・アカザな ど

を収穫す る7月 であ り,こ れ を終 った8月 は完全 に農 閑期 とな る。〈 アワ祭 り〉がか

つて盛大にお こなわれたのは この時期 であった。い まではく アワ祭 り〉を簡単 にす ま

せ,8月 の後 半頃か ら村の男た ちはい っせ いに出稼 ぎにゆ くが,以 前には9月 に シコ

ク ビエの収穫がお こなわれ,そ の頃か ら乾季 の期 間中には狩猟が盛んに営なまれ てい

たとい う。 この地域 で シコクビエの栽培が早 く脱落 し,狩 猟が著 し く衰 微 した一 つの

原因 は,そ の収穫期 や活動の中心時期 がち ょうど9月 以降 の農閑出稼 ぎの期 間に当 っ

てい た ことによる もので もあ ろ う。

 いずれ にして も,彼 らの伝統的な農耕暦 は,1月 か ら7月 までの作物の栽培 ・収穫

・調整期 とそれ以後の農閑期 ない しは耕地 造成期 に2分 で きるのであ り,こ の二 つの

時期 の折 目にく アワ祭 り〉が営 まれていたわけである。 その意味 ではく アワ祭 り〉は

村人の生活暦の最大の折 目で もあった とい える。

 と ころで,サ トイモ ・ア ワ ・落花生 をそれ ぞれ初年 目の主 作物 とす る三 つの輪作型

を もち,各 輪作型の2年 目以降に大量のサツマ イモ栽培 をお こなう(た だしサ トイモ畑

の3年 目にはアワを栽培する例が多い)と い うこの村の農業経営 の タイプは,全 くそのま

ま,く り返 り引用 して きたChen Chi・luの 報 告 した戦 後のBudai村 に おいて もみ と

め ることがで きる。 とい うことはKinuran・Budaiと い う相互 に隣接 し合 ったRukai

族 の二つ の村は,農 業経 営類 型の上 か らは,同0の 特色 を もつ地域 として0括 しうる

ことを示 しているとい える。

 と ころが,こ のBudai村 に は,1930年 頃,奥 田或 ・野村陽0郎 ・山内朔郎 らの3氏

が調査 に入 り,や や くわしい輪作の事例 を記 録 ししい る[奥 田ほか,1933:第17表 な

ど]。 表14は その資料 を整理 し,現 在 のKinuran村 の輪作例 と対比 した ものであ るが,

両 者を比 較すれば,そ の問にか な りの差異の あることが見 出 しうる。 その相違点の主

要 な ものを列挙 す ると,つ ぎの よ うにい うことが で きる。

 (1)現在 の輪作類型 が上記 のよ うに,ほ ぼ三つの タイプに限 られ るのに対 し,か つて

は輪作 に登場す る作物 やその組合せ の種類が多 く,焼 畑 の輪作方式 に現在の それ よ り

はるか に豊かなバ リエ0シ ョンが認 め られ ること。(2)な か で もオカボやアカザ ・タバ

コな どが初年 目作 物に登場 し,ま た,表14の 中でA'の 記 号 で示 され た極端に多種類

の雑穀 ・豆類 ・イモ類 などを同一耕地 に混播 ・混植す る栽培方式が存在 し,そ れ を同

じ耕地 で連作す る きわめて特異な輪作方式が存在 してい たこと。(3)現在 の輪作期間が
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表14 戦前 と戦後の焼畑輪作方式

             (1930年 のBudai村 の資料は[奥 田或ほか, 1933コ に よ る)

焼 畑 に お け る 輪 作 順 序

第1年 目 第2年 目 第3年 目 第4年 目 第5年 目
備

オ カ ボ 同 左 同 左 同 左 同 左 1年 ないし6年 オカボの栽培を連続的につづける

ブ
ア カ ザ 同 左 同 左

ダ

イ
ア カ ザ サ ツマ イモ

或 は サ トイモ
同 左 同 左 同 左 サツマイモまたはサ トイモは2な いし4年 栽培される

村
Aノ Aノ A, Aノ A'で 示 される混作形態が2～4年 間連続 して輪作される

(

一

九
三
サ ト イ モ Aノ A! Aノ A, A,は2～4年 栽培される

○
年
)

タ バ コ A, A, A! ・

 A'は2～3年 栽培される

タ バ コ タ バ コ A, Aノ A' ,

キ(
サ トイモ ・B サ ツ マ イモ A サ ツ マ イ モ

第4年 目の作物栽培をおこなわず休閑にするものが少なく
ない

ヌー

ラ九
ン七

A サ ツ マ イモ A
第3年 目の作物栽培をおこなわず休閑にするものが少なく
ない

村二
讐 落 花 生 ・
トラ ツ メマ ン

サ ツ マ イモ 第2年 目の作物栽培をおこなわず休閑にするものもある

A'は ア ワ ・ヒエ(シ コクピエのζ とと思われ る)・ ササゲ ・キマメ ・ジュズダ マ ・ヒョウタン ・カボチ ャ ・サツ マイモ ・トウモ ロコシ ・ゴマなどの混作 を示 す。

Aは アワ ・アカザ ・モ ロコシの混播 と トウモ ロコシ ・キ マメ ・ササゲ ・カボ チャな どの混作がお こなわれ ることを示す。

Bは アカザ ・キマメ ・カボチ ャな どがサ トイモ畑に混作 され ることを示す。
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1～3年 と短 いのに対 し,以 前 のそれは短い もので2年,長 い ものは5～6年 以上に

もお よび,0般 には3～4年 の輪作期間 を有す る ものが多か った こと,な どの点があ

げ られ る。

 つ ま り,現 在 の焼畑経 営方式 に較べて同一の耕地におけ る土地利用 の期間が長 く,

か つ その利用方式 が複雑 であ った ことがわか るのであ る。 とい うことは,こ の40年 の

間にBudai・Kinuran地 域 における焼畑の土地 利用が,全 体 として衰微の傾 向 を辿 っ

て きた ことを よ く示 してい るとみることがで きるのではなかろ うか。

 しか しなが ら,こ の奥 田 らの報告 では,当 時 この村に存在 していた輪作型 の種類は

知 りえて も,ど の輪作型 が ドミナン トであ ったかはわか らない。農業経営 の特色 を知

る上では,輪 作型 の種類 を知 るだけでは十分ではな く,当 時の焼畑経営 の中心 をなし

ていた輪作型 を確定 す ることが是非必要で ある。 そこで本文 の表13に 示 した 『高砂族

調査書』所載の1933年 当 時のBudai村 の作物栽培量 を もう一度み ることにしよ う。

 この資料に よると,1933年 のBudai村 の焼畑耕作面積 は約274.7甲,う ちサツマ イ

モの栽培面積 が107.4甲(39.1%),サ トイモのそれは44・7甲(16.3%)と イモ類 の栽培

面積が耕地全体 の半分以上 を占め,ア ワは37・5甲(13.7 ｰo)を 占 め るにす ぎない。 しか

し,本 文 の説明や上 掲の輪作表 で もわか るよ うに,ア ワは単独で栽培 され ることはな

く,シ コク ビエ ・トウモ ロコシな どの他 の雑穀類や豆類 などと混播 ・混植 され る作物

で ある。 しか も当時 のア ワの収量 は108・8石 であ ったのに対 し,シ コクビエは60.5石,

トウモロコシ(こ の中にはかなりのモロコシを含むと考えられる)は86.7石,豆 類 は85.1石

の 収量 を示 してい る。 とい うことは,こ れ らの アワ以外の雑穀 ・豆類 の栽培面積 の総

計 は,ア ワの それの少 な くとも2倍 程度,お そ らくはそれ以上,す なわ ち面積 に して

110～120甲 ほ どに達 していた もの と推定 され る。 これに さきのサ トイモ ・サツマ イモ

の栽培面積 を加 えると当時の総耕地面積 の90%以 上 となる。 とす ると,表14の 輪 作表

にあ らわれた オカボや アカザや タバ コを初年作物 とす る耕地の面 積は,き わめて徴 々

たる ものであ った と推定 しうることとなる。事実,『 高砂族調査書』に よると,1933

年 のBudai村 で は陸稲の栽培 は皆無 であ り,タ バコの収穫 も635斤 と必ず しも多 くな

いことが報 告 されてい る(ア カザの栽培量は不明だが,ア ヵザのみを初年作物とする焼畑の面

積はそれほど大きかったとは考え難い)。

 この よ うに推定 して くると,奥 田 らのによって報告 され た1930年 頃 のBudai村 の7

種 類の輪作型の うち,主 要 な タイプ としては,① サ トイモを初年 目に栽培 し,そ の第

2年 目以後には 「アワ ・ヒエ ・ササゲ ・キマメ ・ジュズダマ ・ヒョウタン ・カボチ ャ
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・サツマ イモ ・トウモ ロコシなどを混植 」す るく耕地型〉が,2～4年 間にわた って

連続的 にあ らわれ る輪作の型 式,お よび② この混植型 の耕地型(奥 田らがA'と して示し

たもの)が,初 年 目か らあ らわれ・それが2㌘4年 間 にわたって連続す る輪作 の型,

の 二つがあげ られ,こ れが この村 にお ける もっと も重要 な輪作型 であったことがわか

る。

 現 在,Kinuran村 やBudai村 で 営まれているく サ トイモを初年 目作物 とす る輪作

型〉 とく アワを初年 目作物 とする輪作型〉 におい ては,2年 目以後 の作物の大部分が

サツマイモに変 ってい る。が,こ れはおそ らく2年 目以降におけ る雑穀 や豆類 の混作

が40年 間の うちに脱落 した結果 とみ ることが で きる。 とすれば,現 在 み られ る二つ の

主要 な輪作型は,そ れ ぞれ上記 の① と② の輪作型の伝統 を直 接引 きついだ もの とみて

差支 えない と考 え られ るので ある。

 た だし,上 記の混作型 のく耕地型〉 のなかで ヒエとあるのは,お そ らくシコクビエ

の誤認 ではないか と思われ るし,ま た,1933年 当時,サ ツマイモの栽培延面積 が全耕

地 の約39.1%に 達 していた とい う事実 か ら判断 す ると,A'と 記 された耕地 の中で も

当時 すでにサツマイモが もっと も優占的 に栽培 されていた もの と推定 され る。 こうし

た事実 か ら,現 実 には2年 目以降の耕 地におけ るサツマ イモ栽培の卓越化の現象 は,

戦 前 のかな り早 い段 階か ら進 んで いた もの とみ られ るのであ る。

 しか しなが ら,周 知 のよ うにサ ツマイモ(ト ウモロコシも同様)は17,18世 紀 以後,

新 し くこの地域 に もた らされ た作物で ある。 したが って,よ り古 い輪作型 を復原す る

ためには,そ れ らを除外 して考 えねば ならない。 とす ると,上 記 の伝統的 な ロ0テ0

シ ョンの中では,〈 サ トイモ単作型〉の耕地型 とアワ ・シコクビエ ・モ ロコシなどの

雑穀類 に豆類 や ゴマ ・ヒョ0タ ンなどを混作す る典型的なく雑穀栽培型〉の それのみ

が残 され ることにな る。 おそ らくこの地域にお ける伝統的な輪作型 は,上 記 の二つの

く耕地型〉を組 み合 わせたく根栽 ・雑穀型〉 とよぶにふ さわ しい特色 を本来備 えて い

た もの とみて差支 えないのではなか ろ うか。

2.作 物構成 と栽培技術の特色

 以上の考察か らも明 らかなように,本 地域の焼畑で栽培される作物のなかでは,サ

ツマイモ ・トウモロコシ ・落花生などの新しい作物は,そ れが導入されて以後は,そ

れぞれかなり大 きな比重を占めるに至 った16)。 しかし,そ れ以前の伝統的な作物構

119



国立民族学博物館研究報告  1巻1号

成 を復原す ると,主 作物 としてはサ トイモ(タ ロイモ)を 中心 に他 に若干 のヤムイモ

を加 えた イモ類が まずあげ られ るほか,ア ワ ・シコクビエ ・モ ロコシ ・ハ トムギ ・ア

カザなどの雑穀類があ り,ま たササゲ ・キマメを中心に した豆類 やゴマ ・ヒョ0タ ン

な どの特殊作物お よび カボチ ヤな どの野菜類 などが主 な作物 としてあげ られ る。

 この うち,イ モ類 を除 く他 の諸作物 は,い ずれ も典型的な雑穀 の複合体 を形成す る

作物群で あることが注 目 され る[中 尾,1966:pp.78-113]。 しか も,こ れ らの イモ

類 を除 く他の諸作物は,い ずれ も同一 の耕地に混播 ・混植 され ることが栽培技術上の

大 きな特色 となってい る。 したが って,従 来,も っと も重要な穀類 とみな されて きた

ア ワも,こ こでは量 的にそれ ほど大 きな比重 を占め る ものではな く,も ともとシコク

ビエや豆類 と収量の点では大 きな差 はなか ったと考 え られ るのであ る。

 このため,伝 統的な焼畑作物 のなか では,お もに初 年 目の耕地 に単作 され るサ トイ

モが主食用作物 として,重 要 な役割 を演 じて きたよ うで ある。 しか も,こ の地域 では

気候的条件の制約か ら,サ トイモの収穫は12月 ～1月 の時期 に限定 され る。 したが っ

て,こ のサ トイモを年間に亘 って貯蔵 ・消費するためには,korai(他 のPaiwan族iの 村

ではσ吻)と よぶ乾燥 イモにそれ らを加工す る特異 な技 術が発達 し,サ トイモの品種

区分 も,こ のkora蛯ﾉ 加工 した ときの状態 が分類の重要な メル クマ0ル の一 つになっ

てい るほ どであ る。 サ トイモの もつ主食作物 として機 能の伝統 的に大 きか った ことが,

この よ うな点か らも知 ることがで きる。

 い ずれに して も,こ の サ トイモを中心に しなが ら,少 な くとも戦前 まではア ワ ・シ

コク ビェ ・モ ロコシなどの雑穀類や キマメ ・ササゲな どの豆類が焼畑作物 として重要

な役 割を演 じ,さ らに古 くはアカザ ・ハ トムギな どが それに加 った典型的 なく根栽 ・

雑穀型 〉の作物構成が,こ の地域の伝統的な焼畑 の特 色をな していた とい うことが で

きる。 このよ うな作物構成上の特色は,筆 者がすでに別 の個所 で指摘 したく照葉樹林

16)本 稿ではあえて論及を避けたが,Paiwan族, Rukai族 の諸村落では,土 地用益権の代償と

 して頭目に収穫i物の一部を差出す慣行が古 くから行われてきた。従来,そ れは 「…蕃租」とよばれ

てきたものだが,r番 族慣習調査報告書』などによると,農 租のおもなものはア ワ芝 サードイモ ・

 ヒェ ・キマメなど(他 に猟租などがある)で あり,0部 にサツマイモも農租に加えられている

所もあるが,そ の量は多くなく, トウモロコシ ・落花生などの新 しい作物はいわゆる蕃租の申

 には見出せない。 伝統的社会における作物の位置づけが,こ のような点からもうかがわれるの

 である。なお,い わゆる 「蕃租」の性格については,従 来,地 主(頭 目)に 対する一種の小作

料とみなす見解がひろくみられた。しかし,そ れには単なる小作料という以外に,儀 礼的な性

格が,本 来は付与されていたのではないかと筆者は考えているが,こ の点については,改 めて

 別稿で考察してみることにしたい。
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型〉の焼畑のそれとよく」一致するものである[佐 々木,1971:pP.182-183コ 。この

事実は,本 地域の焼畑の歴史的再構成を考え,そ の系統を考察す るに当って,き わめ

て示唆に富む事実だ といわねばな らない。

 しかも,こ こでさらに注目すべきことは,ア ワを中心 とする雑穀のなかで,モ チ種

の占める割合が,こ の地域においては きわめて高いことである。アワの場合には,現

在栽培されている品種の大半がモチ種であることはすでにも述べたが,そ れはアワば

か りではなく,モ ロコシやハ トムギなどの雑穀に もひろくみとめられる。この事実は,

本地域における雑穀栽培の質的な面での特色の0つ とい うことができる。が,同 時に

それは,東 アジアの照葉樹林帯の農耕文化を特徴づける固有の特色[佐 々木 ・国分,

1973;pp.. .]と も0致 することを指摘 しておかねばなるまい。

 なお,本 地域 における栽培技術上の特色 としては,伐 採に用いる斧 ・山刀を除けば,

播種 ・植 え付け以後の農作業のすべてを,長 ・短2種 の掘棒を用いておこなっている

ことがあげられ る。またアワの収穫に際しては,鎌 を用いずすべて穂を手で摘みとっ

ている。 こうした事例がどのような意味を もつかは今後の検討をまたねばならないが,

本地域における農業技術上の0つ の特色として記憶 さるべ きものであろう。しかし,

その他の農業技術上の特色については,東 南 アジア ー なかでも照葉樹林帯一 の焼畑

農耕民の もとでみられる技術上の特色と類似する点が多く,Rukai族 の農耕技術を照

葉樹林帯にひろくみられる焼畑農耕技術の複合体の中に位置づけるには,さ して困難

な点は見当 らない。

3.農 耕 の プ ロセ スにみ られ る儀 礼 と禁忌

 さきにも述べたように,Rukai族 の社会においては,雑 穀類の中で もとくにモチ種

が卓越す るという現象がみられるが,こ の現象と関連 して,ア ワ  ことにモチア

ワ の儀礼的な役割が著しく大きいことが注 目されねばならない。

 すでに本文で くり返し指摘したようにくアワ祭 り〉をはじめ,各 種の儀礼に際して

は,モ チ種のアワを原料にしてつ くられるアワモチとアワ酒が必ず用意され,ま た接

客のときなどに もアワモチとアワ酒は必須の食品とされている。モチ種のアワは,こ

うした``ハ レの場"の 食品の原料として,こ の地域では特殊な機能をもち,同 時にそ

れには儀礼的 ・象徴的な作物として高い価値づけが与 えられている。 さきにも述べた

ように,こ の地域におげるアワの栽培 ・収穫量は他のイモ類や雑穀類に較べて必ずし

も多くはない。に も拘 らず,こ の地域における農耕儀礼が,ア ワを中心にしてきわめ
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て複雑な体系をもって展開しているのは,ア ワに付与 されたこうした特殊な性格を深

く関係しているようである。

0般 に本地域 においては,最 初の伐採 と播種の前後および収穫の前 と後など,農 耕

の折目折目には数多 くの禁忌があり,入 念な儀礼が営まれている。なかでも収穫後の

いわゆるくアワ祭 り〉の際には,き わめて複雑な儀礼が長期にわたって営まれていた

ことがすでに明 らかにされている。 しか し,現 在のKinuran村 においては,伝 統的

な農耕儀礼の大半が失われてしまっているため,そ の詳細は明 らかにすることはでき

なか った。が,今 日まで伝承 されている儀礼の残片および周辺諸村落におけるかつて

の記録などか ら復原を試みると,彼 らの伝統的な農耕儀礼の中には,つ ぎのような特

徴が含まれていたのではないかと想像 され る。

 すなわち,

(1)既 述のようにアワが農耕儀礼の中心をなし,サ トイモ栽培のプロセスにおいて も

 幾つかの儀礼や禁忌の存することが知 られるが,そ れ らはいずれ もアワ栽培に随伴

 する儀礼を模倣した ものと思われる。ただしシコクビエに関しては,ア ワとは独立

 に固有の儀礼が存していた可能性が強 く,こ の作物の来歴がかな り古い ものである

 ことを示唆するようである。

(2)伐 採,播 種,収 穫のいずれの儀礼においても,全 村が同一の日にまず儀礼をおこ

 ない,そ の後に各戸で個別の儀礼をおこなうのが古い形であった らしい。この場合,

 全村的な儀礼は,頭 目家を中心に営 まれることが多く,頭 目あるいは村の司祭がそ

 の儀礼を執行していたと考 えられる。そうして,こ れ らの儀礼はもとは10日前後な

 いしそれ以上におよぶ長い禁忌の期間を伴 っていたもの と思われるのである。

(3)焼 畑農耕に伴 う儀礼に際しては,0般 に伐採の初めに当 り耕地の0部 を儀礼的に

 伐採して一種の 「祭畑」が造成される。播種の始めと終 りには,こ の祭畑において

 それぞれ模擬的な所作を行い,ア ワの豊作を祈る或 る種の予祝儀礼がおこなわれ る

 ほか,収 穫前の儀礼 も,本 来はこの祭畑でおこなわれたらしい。伐採から播種 ・収

 穫に至るまで,Rukai族 の焼畑では,そ の一画に設けられた祭畑が祭場として重要

 な機能を担っていたというのが古い姿ではないかと考えられる。

(4)Rukai族 の農耕儀礼は,ア ワの収穫期にそのクライマックスに達する。彼 らにと

 ってアワの収穫作業は単なる農作業ではなく,数 多くの禁忌や儀礼 と複合した技術

 と儀礼の複雑な体系を構成するものであった。さらにこのくアワ祭 り〉には先祖祭

 りや年越し祭などの要素 も付加されて,き わめて複雑な様相を呈 している。そのた
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 め,こ の祭 りの くわしい特色については,本 稿では言及をさけ,後 考を期すること

 にしている。

(5)以 上述べたように,焼 畑農耕の折目折目には,各 種の儀礼が営まれるほか,き わ

 めて多種類の禁忌が伴っている。なかで も顕著な特色は,儀 礼の当日には家族以外

 のものを家の中へ入れ ることはもちろん,家 の中か らモノを出し入れすることや作

 業中に声高に話すことなどを禁止するタブーがひろくみられることであろう。彼 ら
                ものいみ

 の農作業 と儀礼がきわめて厳 しい講忌の中で,も とは営まれていたことが推察で き

 るのである。

⑥ また,彼 らの農耕儀礼と狩猟との関係 も注 目すべき点の一つである。まず,焼 畑

 耕地の伐採に当っては上記のように,古 くは村落を単位とする集団で儀礼的伐採が

 おこなわれたが,本 来はそれに先立ち全村の男たちによる儀礼的狩猟が集団で営ま

 れていたのではないかと推定 される。 もし,こ の推定に誤 りがないとすれば,焼 畑

 の伐採と狩猟の間には古 くはきわめて密接な意味的連関があった ものと考 えられる

 のである。 これに対 し,播 種 ・収穫の際には,狩 猟との関係を積極的にたち切 ろう

 とする傾向が強い。ことにアワの収穫作業の際には狩猟との絶縁性が強調され,収

 穫に従事 した女は,着 替えをしないと狩に行 った男と話せないとされるほどである。

 このように,伐 採の際には狩猟 とのフ。ラスの関係が強調 され,播 種 ・収穫の際には

 マイナスの関係が強調される意味については,い まにわかに説明することはで きな

 い。が,い ずれにして も,彼 らの農耕儀礼においては狩猟 との関係の強調 されるこ

 とが一つの特色になっている。

  なお,こ の点に関係 し,彼 らの農耕儀礼の多くの場面でブタ肉の小片が供物に登

 場す る。 これが もともと飼育 されたブタの肉を用いていた ものなのか,あ るいは狩

 りで得たイノシシの肉を供物に用いる慣行が後に変化 したものなのか も,に わかに

 判断し難いが,狩 猟 との関連を考 える上で,将 来改めて考察する必要のある聞題だ

 と思われるのである。

(7)以 上のほか,Rukai族 の農耕儀礼をめぐるさまざまの禁忌の中で,注 目されるも

 のを0,二 拾 うと,妊 婦に関係する事項が少なくないこと,鳥 の飛び方や暗声ある

 いは昆虫の飛び方などの自然現象の動 きか ら吉凶の判断する例が多いこと,そ のほ

 か類感呪術的なタブーの少なくないことなどがあげられる。

  いずれにしても,Rukai族 の伝統的な焼畑農業は,き わめて多様な禁忌 と儀礼に

 包まれて営まれてきたということができる。 とりわけアワの栽培には,そ の禁忌や
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儀礼が集中的にみられることはすでにくり返し指摘して きたとお りである。

 以上,本 地域の焼畑農耕技術と儀礼や禁忌の特徴を摘記 して きたが,周 辺の諸民族

の焼畑農耕の技術 と儀礼の特徴と比較して,そ れがどのように位置づけられるのか。

また,そ の技術や儀礼にみられる諸特色が彼 らの文化の系統 を考 える上で,ど のよう

な手掛 りを与えるものか,と いうような点については,比 較のデ0タ が筆者の手許に

は必ずしも十分集積されていない。さらに,こ れらの技術 と儀礼の諸特色が,彼 らの

伝統的社会の中で,ど のような機能を果 し,社 会組織の枠組 とどのようにかかわり合

うか,と いうような点についても,考 察を加 えるに足 る資料が充分得 られていない。

土地の所有や用益に関する問題などとともに,こ れ らの点については,今 後に残 され

た重要な研究課題 としなければならない。

あ と が  き

 本調査の実施に当っては,数 多くの方々から温い御援助を頂いた。 なかでも中央研究院民族学

研究所からは調査許可や研究上での便宜を計って頂いたが,こ の点に関し同所長李亦園博士に深

い謝意を表するものである。また同研究所に御紹介頂き,個 人的にもずい分お世話頂いた劉斌雄

教授,Rukai族 調査の先輩であり,資 料的にも啓発して頂いた陳奇禄教授その他の方 々に厚 く御

礼を述べたい。

 さらに現地調査に当っては,山 地民の医療活動に尽力しておられた当時の台南結核病院院長曽

澤永先生に調査村まで御同行頂き,村 人に紹介までして頂いた。 その後,不 幸な交通事故により

亡 くなられた同先生の御霊前に,こ の拙文を捧げることにしたい。 また去露村では,中 高年齢層

の人たちは,い までも達者な日本語を語り,村 人はすべてわれわれを温 く迎えて下 さった。 約2

ヵ月 という短期間にも拘 らず,い ちおうのデータを収集しえたのは,村 の人達の御協力の賜であ

るとともに,調 査のうえで言語の障害の少なかったことにもよるものである。 御協力頂いた村民

各位に改めて厚 く謝意を表するものである。
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